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ケビン Jマリンズ は、イエスの人格
において示された聖書の真理を深く
愛する人です。彼は、単に一般の信
徒ですが、子供たちを心から愛し、
彼らが健やかに成長することを願っ
ています。 彼の最大の関心は、神の
御品性を擁護し、敵の偽りを取り除
くことにあります。 

ケビンはアメリカ・メイン州に在住
し、三人の素晴らしい子供に恵まれ
ています。成人した二人アイザック
とヘイリーそして、6 歳のエリアナ
です。  
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はじめに－保護者の皆さまへ 

多くの人が神さまのご性質について混乱してしまう理由は、聖書をどのよう

に読んで正しく学ぶべきかという理解にあるのだと思います。聖書は文字ど

おりに読むべきでしょうか。その通りです。しかし同時に、私たちは聖書全

体を通して読む必要があります。ある一つの聖句がある言い方をしていても、

同じテーマについて別の箇所では少し違う表現がされているかもしれません。

聖書の中で同じテーマについて語られている箇所を集め、比べながら読むこ

とで、私たちはそのテーマについての真理をより確かに理解することができ

ます。 

子供達に、聖書の読み方や学び方を正しく伝えることは、とても大切です。 

多くの子どもたちは、成長の中で神様についてさまざまな混合したメッセー

ジを読んだり聞たりしながら育ちます。そして成長すると、聖書の中に、ま

るで神様が言うことを聞かない人々を何十億と滅ぼす復讐的な支配者である

かのように見える物語を読み、そうした誤解を強めてしまうことがあります。

このような理解は、時に子供達を無神論へと向かわせてしまうことさえあり

ます。 

この問題について、いま世界中で大きな動きが起こっています。イエスさま

が再び来られる前に、これを明らかにする必要があります。多くの人々が、

神様の本当のご性質をより正しく理解し始めています。その結果、この素晴

らしい真理を子供達にもわかりやすく伝えて欲しいという願いが強く寄せら

れました。このような理由から、この書籍が作られました。これを読む子様

達だけでなく、読み聞かせをされる保護者の皆さまご自身にも祝福がありま

すことを心から祈っております。もし、これらのテーマについてさらに深く

理解したいと思われましたら、ぜひ私達のウェブサイトをご覧ください。

fatheroflove.info 

この小さな一冊が、お子様の心に、天の父への深く揺るがない愛を育むため

の大きな助けとなることを心から祈っています。天の父はお子様一人一人を

深く大切に思い、偉大な目的をもって創造してくださいました。 

ケビンＪマリンズ  
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イエスさまならどうするかな？ 

イエスさまのことを思
おも

うとき、

どんな言葉
こ と ば

がうかびますか。や

さしい？愛
あい

にあふれている？お

だやか？ゆるしてくれる？それ

とも… だれかを大切
たいせつ

にする、

思
おも

いやりのある人
ひと

？ 

じゃあ、こんどは天
てん

の父
ちち

の神
かみ

さ

まのことを表
あらわ

す言葉
こ と ば

を考
かんが

えてみましょう。どんな

言葉
こ と ば

が思
おも

いうかびますか。イエスさまのときと違
ちが

う？

それとも同
おな

じ？ 神
かみ

さまは、イエスさまと 違
ちが

うことを

すると思
おも

いますか？ 

ある日
ひ

、イエスさまのお友
とも

だちのピリポがイエスさま

にこう言
い

いました。「父
ちち

の神
かみ

さまがどんなことをして

いるのか、見
み

せてください。」 するとイエス
い え す

さまは、

こう答
こた

えました。 
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ピリポ、こんなに長
なが

い 間
あ だ

い しょにに たのに、

まだ私
わたょ

いのこがが分
わ

いらなな のら。私
わたょ

いを見
み

いた人
ひが

は、父
ちち

いなる神
らみ

いさまを見
み

いたのだ。どうょて「父
ちち

いな

る神
らみ

いさまを見
み

いててだださ 」が言
 

いうのら。～ヨ

ハネ 14:9 

 
 

これは、イエスさまが教
おし

えてくれた とても大切
たいせつ

なこと

です。 天
てん

の父
ちち

は、イエスさまと違
ちが

うことをしません。

実
じつ

 は、イエスさまがこの世界
せ か い

 に来
き

 たのは、父
ちち

 の神
かみ

 さま

がどんなことをしているのかを 私
わたし

 たちに見
み

 せるため

だったのです。ある夜
よる

 、イエスさまがお祈
いの

 りしていた

とき、イエスさまは父
ちち

の神
かみ

さまに こうお話
はな

ししました。 

私
わたょ

いは、この地上
ちじにう

い い あなたの栄光
え こう

いを 表
あなわ

いょまょ

た。あなたがい私
わたょ

いにまらてた仕事
ょ ご が

いを、べてて 

りがげまょた。～ヨハネ 17:4 

イエスさまが、父
ちち

 の神
かみ

 さまの「栄光
えいこう

 を 表
あらわ

 しました」

と言
い

ったのは、 父
ちち

の神
かみ

さまがどんなことをするかを、

みんなに見
み

 せたという意味
い み

 です。イエスさまが話
はな

 した
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こと、したことは、すべてが 父
ちち

 の神
かみ

 さまの「栄光
えいこう

 を

表
あらわ

した」のです。 

この 4 つのアルファベット“WWJD”を見たことがあり

ますか？この 4 つの文字
も じ

には、ある質問
しつもん

がかくれてい

ます。その質問
しつもん

 が分
わ

 かりますか？それは、“What 

Would Jesus Do?” 「イエスさまはどうする？」なので

す。 
 

 
 

 

 

 

 

大事
だ い じ

なことを決
き

めないといけな

いとき、多
おお

くの人
ひと

がこの質問
しつもん

を

します。たとえば、だれかがや

さしくしてくれなかったら、ど

うすればいいんだろうって思
おも

う

でしょう。そんなときに、多
おお

く

の人
ひと

がこう考
かんが

えます。イエスさ

まだったらどうするかな、と。 

 

だれかがイエスさまにやさしくしてくれなかったら、 

イエスさまはどうしたでしょう。その人
ひと

をきずつけた
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いと思
おも

ったでしょうか？ひどい言葉
こ と ば

を言
い

い返
かえ

したでし

ょうか？けんかをしたいと思
おも

ったでしょうか。実
じつ

は、

イエスさまに やさしくしない人
ひと

がいたことは、何回
なんかい

も

ありました。じゃあ、私
わたし

たちは いくつかのお話
はなし

を見
み

てみることにしましょう。そうすれば、イエスさまだ

ったらどうするかな？という質問
しつもん

の答
こた

えが、よく分
わ

か

るようになるでしょう。 
 

いやな人
ひと

にもやさしくしよう 

イエスさまが教
おし

 えてくれることを気
き

 に入
い

 らない宗 教
しゅうきょう

のリーダーたちが、たくさんいました。人々
ひとびと

 が神
かみ

 さま

のことや神
かみ

 さまの 心
こころ

 について知
し

 りたいとき、イエス

さまのところへ行
い

 くようになったので、そのリーダー

たちはとても怒
おこ

 っていたのです。本当
ほんとう

 は、人々
ひとびと

 に自分
じ ぶ ん

たちのところへ来
き

 て欲
ほ

 しかったからです。そこで、イ

エスさまを追
お

 い出
だ

 す方法
ほうほう

 を 考
かんが

 えなければなりません

でした。そしてついに、イエスさまをつかまえる計画
けいかく

を立
た

てたのです。 
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ある夜
よる

 、イエスさま

が親
した

 しいお友
とも

 だちと

いっしょにいたとき

のことです。そこ

へ、あの 宗 教
しゅうきょう

 のリ

ーダーたちとローマ

の兵士
へ い し

 たちが、イエスさまをつかまえにやって来
き

 まし

た。イエスさまのお友
とも

 だちのペテロは、これを見
み

 てと

ても怒
おこ

 りました。そして、けんを取
と

 り出
だ

 して、一人
ひ と り

 の

耳
みみ

 を切
き

 り落
お

 としてしまったのです。痛
いた

 そうですね。さ

て、イエスさまはペテロに何
なん

 と言
い

 ったでしょう。「よ

くやった、ペテロ！」と言
い

ったと思
おも

いますか？ イエス

さまは、友
とも

 だちがこんなやり方
かた

 で助
たす

 けようとしたこと

をよろこんだでしょうか。いいえ、よろこびませんで

した。 

耳
みみ

 を切
き

 られてしまった 男
おとこ

 の人
ひと

 の名前
な ま え

 は、マルコスで

した。 イエスさまは、マルコスが悲
かな

しくて、痛
いた

がって

いるのを見
み

 ました。するとイエスさまは、その人
ひと

 にそ

っと手
て

 をのばして、耳
みみ

 があったところをさわりました。
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するとどうでしょう。イエスさまはマルコスの耳
みみ

 をな

おしたのです。 新
あたら

 しい耳
みみ

 をあげたのです。このお 話
はなし

を、聖書
せいしょ

から読
よ

んでみましょう。 

イエスさまの友
がも

いだちが、こからな何
なに

いが起
お

いこるの

らに気
き

いくだが、「主
ょゅ

い、、んん 戦
たたら

いしたううが

   べら」がたずねた。べるがペテロは、ん

んを取
が

いり出
だ

いょて、大祭司
だ さ ょ

いのょもてのマルコスを

切
き

いりけん、のの右耳
みぎみみ

いを切
き

いり落
お

いがょた。イエスさ

まはペテロに言
 

いした「もう めなさ 。んんを

ょま なさ 。」のょてイエスさまは、ののょ

もての耳
みみ

いにさわり、のかをなおょた。～ルカ

22:49–51、ヨハネ 18:10 
 

わあ！すごいですね。イエスさまをつかまえに来
き

 た人
ひと

たちだったのに、イエスさまは その人
ひと

たちにもやさし

くしたのです。マルコスはイエスさまを傷
きず

 つけようと

していたのに、イエスさまはマルコスをなおして、 助
たす

けてあげました。 
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イエスさまは、いやなことをした人
ひと

 にやさしくするの

がむずかしいっていうことをよく知
し

 っています。だか

らこそ、イエスさまに助
たす

 けてもらうことが大切
たいせつ

 なので

す。だれかがあなたにいじわるしたとき、 心
こころ

 の中
なか

 で

イエスさまにお祈
いの

 りしてみましょう。「イエスさま、

私
わたし

 の 心
こころ

 に入
はい

 って、あなたみたいにやさしくできるよ

うにしてください」って。これからイエスさまが言
い

 っ

たことを、よく読
よ

んでみよう。 

 

あなたたちは、「友
がも

いだちは愛
あ 

いょなさ 。 も、

もし、だれかがあなたの友
とも

だちに いじわるしている

のを見
み

たら、どうする？ 

平和
へ い わ

 ああるために、ペテロ

は何
なに

 をするきだだたたと思
おも

いますか? 
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敵
てき

いはにだみなさ 」が人々
ひがびが

いが言
 

いして るのを聞
き

 たこががある ょにう。～マタイ 5:43 

 

ちょっと待
ま

って! こんな言葉
こ と ば

、聞
き

いたことがあります

か。もしかしたら、そんなふうに言
い

 う人
ひと

 を見
み

 たことが

ないかもしれませんね。でも、たくさんの人
ひと

 がそうし

てしまうのです。 

 

友
とも

だちのことは、かん

たんに好
す

きになれるけ

れど、自分
じ ぶ ん

にいじわる

する人
ひと

を好
す

きになるの

は、とてもむずかしい

ですね。あなたにあま

りやさしくない人
ひと

が思
おも

いうかびますか。もしかした

ら、その人
ひと

はあなたを笑
わら

ったり、おしたりしたことが

あるかもしれません。 

 

それでは、つづきを読
よ

 んでみましょう。イエスさまは、

いじわるする人
ひと

 たちに 私
わたし

 たちがどうしたらいいのか、
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とても大切
たいせつ

 なことを教
おし

 えてくれました。イエスさまが

何
なに

と言
い

ったか、しっかり読
よ

んでみましょう。 

 

あなたに じわるべる人
ひが

を愛
あ 

ょなさ 。のょ

て、あなたを困
こま

なてる人
ひが

のためにお祈
 の

りょなさ

 。のうべかば、あなたが天
てん

の父
ちち

の神
らみ

さまの子
こ

どもなょだ行動
こうどう

ょて るこがになる。～マタイ

5:44–45 

すごいですね。イエスさまは、 私
わたし

 たちに 「自分
じ ぶ ん

 にい

じわるする人
ひと

 を愛
あい

 しなさい」「あなたを困
こま

 らせる人
ひと

 の

ためにお祈
いの

 りしなさい」と言
い

 いました。その人
ひと

 がいじ

わるでも、いやなことをしたり、言
い

 ったりしても、

私
わたし

たちは その人
ひと

を愛
あい

するように 言
い

っています。 
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 「でも、どうして いじわるする

人
ひと

 のために お祈
いの

 りしなきゃいけ

ないの？」そう思
おも

 うかもしれま

せんね。「助
たす

 けが必要
ひつよう

 なのは 私
わたし

の方
ほう

 だよ！」って感
かん

 じることも

ありますよね。それは、いい

質問
しつもん

 です。たしかに、笑
わら

 われた

り、おされたりしている人
ひと

 の方
ほう

が いちばん助
だす

けが必要
ひつよう

に見
み

えますね。でも、ちょっと

違
ちが

 う見方
み か た

 をしてみましょう。もし、あなたがちょっと

間違
ま ち が

 えただけなのに、だれかがそれを見
み

 て笑
わら

 ったとし

ます。そのとき、あなたがしなきゃいけないことは、

その人
ひと

 にやり返
かえ

 すことじゃないのです。ただ、その人
ひと

のことを気
き

 にしないで、その場
ば

 をはなれればいいだけ

なのです。 

それか、いっしょに 笑
わらい

 ってしまうのもいいかもしれ

ませんね。あなたが気
き

 にしていないって分
わ

 かると、そ

の人
ひと

はたいてい、もう笑
わら

うのをやめるのです。 
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いじわるしたり、笑
わら

 ったりしてくる 男
おとこ

 の子
こ

 や女
おんな

 の子
こ

は、 やさしくすることがとってもむずかしいときがあ

ります。 

その子
こ

 が住
す

 んでいる家
いえ

 では、だれかがいつもいじわる

をしているのかもしれません。だから、その子
こ

 はどう

やってやさしくしたらいいのか分
わ

 からないのかもしれ

ません。よく 考
かんが

 えてみると、いじわるしてくる子
こ

 の

方
ほう

が、本当
ほんとう

はもっと助
たす

けが必要
ひつよう

なのかもしれません。 

その人
ひと

 がいじわるすればするほど、その人
ひと

 はもっとイ

エスさまの助
たす

 けを必要
ひつよう

 としているのです。だから、そ

ういう人のためにお祈
いの

 りしましょう。たとえその人
ひと

 が

あなたにいじわるしていても、あなたがその人
ひと

 のこと

を気
き

にしているから、お祈
いの

りことができるのです。 
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イエスさまは、自分
じ ぶ ん

 にいじわるする人
ひと

 たちのことも愛
あい

しましたか？そして、その人
ひと

 たちのためにお祈
いの

 りしま

したか？はい！イエスさまがつかまったあと、人々
ひとびと

 は

イエスさまを笑
わら

 ったり、つばをかけたりしました。手
て

や足
あし

 にくをを打
う

 って十字架
じゅうじか

 につけました！そんなひど

いことをされても、イエスさまはその人
ひと

 たちのために

お祈
いの

りしましたか？はい、お祈
いの

りしました。 

知
し

ってる？ いじわるしてく

る人
ひと

に勝
か

つ一番
いちばん

いい方法
ほうほう

は、その人
ひと

を友
とも

だちにして

しまうことなんだよ。 
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イエスさまは、十字架
じゅうじか

 で死
し

 ままで、ほんの少
すこ

 しの時間
じ か ん

しかありませんでした。それでもイエスさまは、自分
じ ぶ ん

にひどいことをしている人
ひと

たちこそ 本当
ほんとう

は助
たす

けが必要
ひつよう

だと知
し

 っていたから、その人
ひと

 たちのためにお祈
いの

 りしま

した。イエスさまは、父
ちち

 である神
かみ

 さまが自分
じ ぶ ん

 を生
い

 き返
かえ

らせることができると知
し

 っていました。イエスさまは

神
かみ

 さまを信
しん

 じていました。そして、イエスさまは、こ

の人
ひと

 たちも父
ちち

 を信
しん

 じられるようになりますように、と

お祈
いの

りしました。 

人々
ひとびと

がカルバリーとよばれる場所
ば し ょ

に来
だ

たと

き、 イエスさまを十字架
じ ゅ う じ か

にくぎで打
う

ちつ

けました。 

そのときイエスさまは お祈
いの

りしました。  

「お父
とう

さま、どうかこの人
ひと

たちをゆるして

あげてください。 この人たちは、自分
じ ぶ ん

た

ちが何
なに

をしているのか わかっていないの

です。」   

ルカ 23:33–34 
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でも、イエスさまにいじわるしてい

た人
ひと

 たちは、イエスさまのことも、

天
てん

 の父
ちち

 のことも愛
あい

 していませんでし

た。神
かみ

 さまの愛
あい

 のメッセージなん

て、聞
き

 きたくなかったのです。イエ

スさまは、それを思
おも

 ってとても悲
かな

 し

い気持
き も

 ちになりました。なぜなら、

天
てん

 の父
ちち

 は、もうみんなをゆるしてくれたのに、そのゆ

るしを受
う

 けとろうとしない人
ひと

 たちがいたからです。だ

からイエスさまはお祈
いの

 りしました。「どうかこの人
ひと

 た

ちが、神
かみ

さまのおゆるしを受
う

け入
い

れて、 神
かみ

さまの子
こ

ど

もとしての幸
さち

 せをもらうことができますように」と。

神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちがどんな間違
ま ち が

 いをしても、いつで

も愛
あい

 してくれます。そして、あなたが自分
じ ぶ ん

 のしたこと

で悲
かな

 しい気持
き も

 ちになったときは、天
てん

 の父
ちち

 の言葉
こ と ば

 を思
おも

 い

出
だ

してみましょう。 

私
わたょ

は、 けま も変
ら

わなな 愛
あ 

 いあなた

を愛
あ 

べる。だらな、こからなもずしがいあな
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たに さょだょて だ。～エレミヤ 31:3 

神
かみ

 さまのあなたへの愛
あい

 は「いつまでも続
つづ

 く愛
あい

 」です。 

これは、神
かみ

 さまの愛
あい

 がけっして終
お

 わらないということ

です。 
  

だから、13 ページでイエスさまが言
い

ったとても大切
たいせつ

な

ことを、忘
わす

 れないようにしましょう。イエスさまはこ

う言
い

 いました。いじわるする人
ひと

 を愛
あい

 し、その人
ひと

 のため

に祈
いの

 るとき、「あなたは天
てん

 の父
ちち

 の子
こ

 どもらしく行動
こうどう

 し

ているのです。」つまり、神
かみ

 さま自身
じ し ん

 が敵
てき

 を愛
あい

 してい

るということなのです。神
かみ

 さまは、自分
じ ぶ ん

 のことを愛
あい

 し

てくれない人
ひと

 のことも、愛
あい

 し続
つづ

 けているのです。そし

てイエスさまは、続
つづ

けてこう言
い

いました。 
 

もょ、あなたに さょだょてだかる人
ひが

いにだんに

 さょだべるのだがょたな、神
らみ

いさまはのかを、

ろこん だかるだろうら。神
らみ

いさまを愛
あ 

いょて な

 人
ひが

い さえ、自分
じ ぶ ん

いに さょだょてだかる人
ひが

いにはい

 さょだ きるものだ。...だらな、イエス
 え べ

いさ

まは言
 

いした。敵
てき

いを愛
あ 

いょ、のの人
ひが

いに良
、

い こがをょ
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なさ 。...のうべかば、あなたは天
てん

いの神
らみ

いさま

の子
こ

いどもになる ょにう。神
らみ

いさまは、ありがが

うが言
 

いわな 人
ひが

いにも、 じわるな人
ひが

いにも、 さ

ょだょてだかる。だらな、あなたたちも、天
てん

いの

父
ちち

いの、うに さょだ、愛
あ 

いにあれかた人
ひが

いになりな

さ 。 

～ルカい6:33,い35,い36 

今
いま

 のイエスさまのお 話
はなし

 をよく見
み

 ましたか？ イエス
い え す

 さ

まは、 神
かみ

さまはいつも、“ありがとうと言
い

わない人
ひと

に

も、 いじわるな人
ひと

にも、やさしい” と言
い

いました。 

私
わたし

 は、あなたが 神
かみ

 さまの 心
こころ

 を 前
まえ

 よりも少
すこ

 しよく分
わ

かるようになったらいいな、と願
ねが

 っています。世
よ

 の中
なか

には、神
かみ

さまについて 間違
ま ち が

ったことを言
い

う人がたくさ

んいます。神
かみ

 さまは、自分
じ ぶ ん

 を愛
あい

 さない人
ひと

 をこらしめる

んだと言
い

 う人
ひと

 もいます。このようなことを聞
き

 くと、人
ひと

は神
かみ

 さまのことがこわくなってしまいます。言
い

 うこと

を聞
き

 かなかったら、神
かみ

 さまにこらしめられるかもしれ

ないと不安
ふ あ ん

 になってしまうのです。でも、 私
わたし

 たちは、 
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神
かみ

さまはどんなときでも やさしくて、愛
あい

にあふれてい

て、いじわるな人
ひと

 にも、ありがとうと言
い

 わない人
ひと

 にも 

変
か

 わらず親切
しんせつ

 にしてくれるということを学
まな

 んできまし

た。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

神
かみ

さまは愛
あい

 

イエスさまの友
とも

 だちに、ヨハネという人
ひと

 がいました。

ヨハネはイエスさまのことをとてもよく知
し

 っていて、

さいきん、あなたにいじわるした

人
ひと

のことを 思
おも

い出
だ

せるかな。 

つぎのページを読
よ

む前
まえ

に、 ちょ

っとひざまずいて、その人
ひと

のため

に お祈
いの

りしてみない？ 

やってみよう。 
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イエスさまが天
てん

 の父
ちち

 について話
はな

 したこともよく分
わ

 かっ

ていました。そんなヨハネが、神
かみ

 さまの愛
あい

 についてこ

んなことを書
か

きました。 

愛
あ 

いべる友
がも

いだちへ、私
わたょ

いたちは、おたが に愛
あ 

いょ

合
あ

いわなんかばななな 。愛
あ 

いは神
らみ

いさまらな来
だ

いるも

のだ。い…
・・・

いのょて、神
らみ

さまは愛
あ 

なのだ。～1ヨ

ハネい4:7–8 

ヨハネは「神
かみ

 さまは愛
あい

 」と書
か

 きました。本当
ほんとう

 の愛
あい

 は、

神
かみ

 さまから来
き

 ます。だから、 私
わたし

 たちが人
ひと

 を正
ただ

 しく愛
あい

したいと思
おも

 うなら、神
かみ

 さまに 私
わたし

 たちの 心
こころ

 の中
なか

 に住
す

 ん

でもらうことが大切
たいせつ

 なのです。神
かみ

 さまは、愛
あい

 の聖霊
せいれい

 を

通
とお

 して 私
わたし

 たちの 心
こころ

 の中
なか

 に来
き

 てくれます。そして、神
かみ

さまの聖霊
せいれい

 を 心
こころ

 に受
う

 け入
い

 れると、 私
わたし

 たちは神
かみ

 さまの

ように生
い

 きられるようになります。神
かみ

 さまが人
ひと

 を愛
あい

 す

るように、私
わたし

たちも人
ひと

を愛
あい

せるようになります。 
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6 ページで、イエスさまが、私
わたし

にまかせた仕事
し ご と

をやり

とげましたと言
い

 ったのをおぼえていますか。その仕事
し ご と

って何
なん

だったのでしょうか？ そう、イエスさまが父
ちち

の

栄光
えいこう

 を 表
あらわ

 すことでした。だから、イエスさまがした

すべてのやさしい 行
おこな

 いを読
よ

 めば、 私
わたし

 たちは、天
てん

 の父
ちち

がいつもしてしていることだということを思
おも

 い出
だ

 しま

す。詩篇
し へ ん

 には、「空
そら

 にあるものは、神
かみ

 さまの栄光
えいこう

 をし

めす。」 と書
か

 かれています（詩篇
し へ ん

 9 :9）。パウロは、 

私
わたし

 たちは神
かみ

 さまを見
み

 ることはできないけれど、 神
かみ

 さ

まの「性質
せいしつ

 は、神
かみ

 さまが作
つく

 ったものを見
み

 れば、はっき

りとわかる。」（ローマ 9:20）と書
か

いています。すご
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いですね。人間
にんげん

 だけじゃなく、太陽
たいよう

 も、月
つき

 も、星
ほし

 も、

木
き

 も、動物
どうぶつ

 たちも、 みんな神
かみ

 さまのような 行
おこな

 いをす

るように作
つく

られたのです。 

さあ、とても深
ふか

 く息
いき

 を吸
す

 ってみまし

ょう。息
いき

 を吸
す

 うとき、 私
わたし

 たちは酸素
さ ん そ

を吸
す

 っています。この酸素
さ ん そ

 を 私
わたし

 たち

にくれるのは、

木
き

 だって知
し

 って

いましたか？そうですね。でも、

木
き

 も呼吸
こきゅう

 しているってことも知
し

 っ

ていましたか？木
き

 は、二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

と呼
よ

 ばれるものを吸
す

 っています。

すごいことは、 私
わたし

 たちは、酸素
さ ん そ

 を吸
す

 って二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

を吐
は

 いて生
い

 きているのです。これが、木
き

 が呼吸
こきゅう

 できる

しくみです。木
き

 は 私
わたし

 たちに酸素
さ ん そ

 をくれて、 私
わたし

 たちは

木
き

 に二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

 をあげます。これが、大
おお

 きな与
あた

 え合
あ

 い

のサイクルなのです！ 

このように、神
かみ

 さまの作
つく

 ったすべての物
もの

 が、神
かみ

 さまが

私
わたし

たちは、酸素
さ ん そ

を

吸
す

います。 

 

私
わたし

たちは、二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

を吐
は

きます。 
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どんな存在
そんざい

 かを示
しめ

 しています。神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちに

必要
ひつよう

 なものをいつも与
あた

 えてくれる、愛
あい

 のあるお父
とう

 さま

なのです。そう思
おも

 うと、なんだか 心
こころ

 がほっとします

ね。  

神
かみ

さまが作
つく

った物
もの

のサイ

クルは、神
かみ

さまの律法
りっぽう

と

呼
よ

ばれます。それは、い

のちと愛
あい

のきまりです。

神
かみ

さまは、私
わたし

たちに神
かみ

さ

まの言
い

うことを聞
き

かせる

ためにこのきまりを作
つく

ったのではありません。違
ちが

うの

です。神
かみ

さまは私
わたし

たちを愛
あい

しているから、私
わたし

たちを

守
まもる

るためにこのきまりがあるのです。  

神
かみ

 さまが 私
わたし

 たちを作
つく

 ったのだから、 私
わたし

 たちにとって

何
なに

 が一番
いちばん

良
よ

 いのかを知
し

 っているのは神
かみ

 さまだけです。

もし、 私
わたし

 たちが息
いき

 をするのをやめてしまったら、 命
いのち

のきまりがこわれてしまって、 私
わたし

 たちは生
い

 きていけ

なくなります。でも、ここで大切
たいせつ

 なのは、息
いき

 をしない

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.pinterest.com%2Fpin%2F596023331922141037%2F&psig=AOvVaw2IvDNl0XNzlzyAqjzwryG2&ust=1611593386568000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLD7mLWDte4CFQAAAAAdAAAAABBh
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から神
かみ

 さまが死
し

 なせるということではありません。神
かみ

さまは、そんなふうにして 私
わたし

 たちをこらしめたりし

ません。これは、神
かみ

 さまのきまりは、そんなふうには

働
はたら

かないからです。 

たとえば、あなたと友
とも

 だちが家
いえ

 で遊
あそ

 んでいるとしまし

ょう。とても暑
あつ

 い日
ひ

 なので、お母
かあ

 さんが大
おお

 きな扇風機
せんぷうき

をつけてくれます。あなたは友
とも

 だちに「指
ゆび

 を扇風機
せんぷうき

 に

入れちゃだめだよ。けがしちゃうからね。」と言いま

す。どうして、あなたはそう言
い

ったのですか？ 下
した

の二
ふた

つのうち、正
ただ

しい方
ほう

に〇をつけましょう。 
 

1. あなたが「指
ゆび

を扇風機
せんぷうき

に入
い

れちゃだめだよ」と言
い

っ

たのは、友
とも

だちを自分
じ ぶ ん

の思
おも

いどおりにしたかったか

らで、もし入
い

れたらあなたがお友
とも

だちの指
ゆび

を傷
きず

つけ

ることになる。 
 

2. あなたが「指
ゆび

を扇風機
せんぷうき

に入
い

れちゃだめだよ」と言
い

っ

たのは、お友
とも

だちのことが大切
たいせつ

で、その子
こ

に扇風機
せんぷうき

で指
ゆび

をけがして欲
ほ

しくなかったから。 

きっと、あなたは 2番
ばん

 に〇をつけましたね。神
かみ

 さまの
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律法
りっぽう

をやぶることを “罪
つみ

”と言
い

います。ヨハネ
よ は ね

は「罪
つみ

とは、法
ほう

をやぶることです」（9 ヨハネ 3:4）と書
か

いて

います。罪
つみ

とは、自分勝手
じ ぶ ん か っ て

を選
えら

ぶことです。 そして、

自分勝手
じ ぶ ん か っ て

とは、 あなたの人生
じんせい

のための神
かみ

さまのデザイ

ン（神
かみ

 さまの思
おも

 いやりにみちた計画
けいかく

 ）の中
なか

 にいたくな

いということです。 
 

 もし、友
とも

 だちがあなたの言
い

 う

ことを聞
き

 かないで、本当
ほんとう

 に指
ゆび

を扇風機
せんぷうき

 に 入
にゅう

 れてしまった

らどうなるでしょうか。そう

ですね、指
ゆび

 をけがしてしまいます。友
とも

 だちをけがさせ

たのはだれですか？ あなたじゃありません。けがをさ

せたのは扇風機
せんぷうき

 ですね。これが罪
つみ

 のしくみなのです。

私
わたし

 たちが神
かみ

 さまの言葉
こ と ば

 を聞
き

 かないで自分勝手
じ ぶ ん か っ て

 にして

しまうと、 私
わたし

 たちは自分
じ ぶ ん

 で自分
じ ぶ ん

 を傷
きず

 つけてしまうの

です。罪
つみ

 を犯
おか

 したときに、神
かみ

 さまが 私
わたし

 たちを傷
きず

 つけ

るわけではありません。おぼえておきましょう。神
かみ

 さ

まは愛
あい

 です。神
かみ

 さまの律法
りっぽう

 は、神
かみ

 さま 心
こころ

 、つまり神
かみ
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さまの生
い

 き方
かた

 を教
おし

 えてくれるのです。そして、罪
つみ

 がど

んなに危
あぶ

 ないものかを前
まえ

 もって知
し

 らせてくれるのです。

パウロという人
ひと

 は、神
かみ

 さまの律法
りつほう

 について、こんなこ

とを書
か

いています。 
 

愛
あ 

いは、だかにも悪
わる

い こがをょな 。なぜなな、

愛
あ 

いこのが、命
 のち

いのょだみの律法
りしぽう

いだらな。～ロー

マ 13:10 
 

私
わたし

 たちが、神
かみ

 さまの律法
りつほう

 が教
おし

 えてくれたように生
い

 き

るとき、人
ひと

 にいじわるをしたり、だれかを傷
きず

 つけたり

することはありません。たとえ相手
あ い て

 が 私
わたし

 たちを傷
きず

 つ

けたとしても、 私
わたし

 たちはその人
ひと

 を傷
きず

 つけたりしませ

ん。神
かみ

 さまが人
ひと

 を愛
あい

 するように、 私
わたし

 たちも人
ひと

 を愛
あい

 せ

るようになるでしょう。 
  

ある日
ひ

 、ある人がイエスさまのところに来
き

 て、「神
かみ

 さ

まの律法
りっぽう

の中
なか

で、いちばん大切
たいせつ

な教
おし

えは何
なん

ですか」 と

たずねました（マルコ 92:28）。神
かみ

 さまが 私
わたし

 たちに

一番大切
いちばんたいせつ

 にしてほしい教
おし

 えは何
なん

 だと思
おも

 いますか？ 私
わたし

たちにとって良
よ

 いことは、イエスさまがその答
こた

 えをは
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っきり教
おし

 えてくれたことです。イエスさまはこう言
い

 い

ました。 

「心
こころ

いをこめて、たまょ をこめて、思
おも

い をこ

めて、力
ちらな

いをこめて、あなたの神
らみ

いさまを愛
あ 

いょな

さ 。」のょて、二番目
に ば ん め

いに重要
じゅう、う

いなのは「自分
じ ぶ ん

を大切
た てけ

いにべる、うに、まわりの人
ひが

いも大切
た てけ

いにょな

さ 。」。この二
れた

いけ、りも重要
じゅう、う

いな教
おょ

いえは、他
うら

にな 。～マルコ 12:30–31 
 

だから、神
かみ

 さまがくれた一番重要
いちばんじゅうよう

 な教
おし

 えは、神
かみ

 さま

を 心
こころ

 から愛
あい

 することです。そして、どんなことがあ

ってもその愛
あい

 を手
て

 ばなさないこと。二番目
に ば ん め

 に重要
じゅうよう

 な

のは、 自分
じ ぶ ん

を大切
たいせつ

にするように、まわりの人
ひと

も大切
たいせつ

に

することです。あなたは、自分
じ ぶ ん

 に危
あぶ

 ないことや悪
わる

 いこ

とが起
お

 きて欲
ほ

 しくないですよね。だから、 私
わたし

 たちも

人
ひと

 に悪
わる

 いことをしたり、人
ひと

 を傷
きず

 つけたりしてはいけな

いのです。 
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 どうして一番重要
いちばんじゅうよう

 な教
おし

 えが、まず神
かみ

 さ

まを愛
あい

 することなのでしょう。神
かみ

 さまが

自分勝手
じ ぶ ん か っ て

だから？ そんなことはありませ

ん。その答
こた

 えは、 私
わたし

 たちが神
かみ

 さまをど

う愛
あい

 するかなのです。 私
わたし

 たちは、神
かみ

 さ

まがくれる 幸
しあわ

 せをよろこんで受
う

 けとる

ことで、神
かみ

 さまを愛
あい

 していることを 表
あらわ

 すのです。そ

うすると、神
かみ

 さまは 私
わたし

 たちの 心
こころ

 の中
なか

 に住
す

 んで、人
ひと

 を

正
ただ

 しく愛
あい

 する 力
ちから

 をくれるのです。この 力
ちから

 のことを神
かみ

さまの恵
めぐ

 みと言
い

 います。神
かみ

 さまの恵
めぐ

 みは、 私
わたし

 たちが

自分勝手
じ ぶ ん か っ て

 じゃない愛
あい

 の生
い

 き方
かた

 を続
つづ

 けられるように助
たす

 け

てくれる力
ちから

なのです （ローマ 1:5、テトス 2:11–12）。

私
わたし

 たちは、息
いき

 をすることだって、神
かみ

 さまの恵
めぐ

 みがあ

るからできるのです。 

リモコンで動
うご

くおもちゃを持
も

っていますか？ そのおも

ちゃが動
うご

くためには、何
なに

が必要
ひつよう

ですか？そう、電池
で ん ち

で

すね。神
かみ

さまのことをあなたの電池
で ん ち

だと思
おも

ってみまし

ょう。私
わたし

たちは、神
かみ

さまがいないと、動
うご

くことも、
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考
かんが

えることも、話
はな

すことも、 聞
き

くことも、においを

かぐことも、 見
み

ることもできないのです。 

イエスさまも、同
おな

 じように生
い

 きていました。イエスさ

まはこう言
い

 いました。「すべてのことは、 私
わたし

 の父
ちち

 が

私
わたし

にくれたものです」（ルカ 90:22）。イエスさまが、

あんなにすばらしいことをしたり、たくさんの人
ひと

 を助
たす

けたりできたのは、神
かみ

 さまがイエスさまの中
なか

 に住
す

 むこ

とを受
う

 け入
い

 れたからです。イエスさまは、神
かみ

 さまを

自分
じ ぶ ん

 の電池
で ん ち

 と思
おも

 って、神
かみ

 さまの恵
めぐ

 みを受
う

 け入
い

 れました

（ルカ 2:40）。そしてイエスさまは、こう言
い

いました。 

私
わたょ

いが話
はな

いょて る言葉
こ が ば

いは、私
わたょ

いの言葉
こ が ば

い はな 。

私
わたょ

いの中
なら

いに住
べ

いん  る父
ちち

いなる神
らみ

いさまが、私
わたょ

いを通
がお

ょてののわざをょて る。～ヨハネ 14:10 

イエスさまがしたことは、すべて父
ちち

 のわざでした。だ

からイエスさまは、ピリポにこう言
い

 いました。「わた

しを見
み

た人
ひと

は、父
ちち

なる神
かみ

さまを見
み

たのです」 （ヨハネ

94: ）。 
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イエスさまは、だれかを傷
きず

 つけたことがありました

か？ ないですね。どうしてでしょう？ それは、神
かみ

 さ

まはだれかを傷
きず

 つけるようなことを絶対
ぜったい

 にしないから

です。イエスさまは、人
ひと

 の 心
こころ

 を助
たす

 けて、いやしてく

れましたか？ そうですね。どうしてでしょう？ 神
かみ

 さ

まは、いつも人
ひと

を助
たす

けて、いやしてくれるからです。 

あなたは、病気
びょうき

 になったことがありますか？かぜをひ

いたり、 おなかが痛
いた

 くなったりしたことがあります

か？そのとき、お
とう

父さんやお母
かあ

さんは あなたをしかり

ましたか？ 罰
ばつ

をあたえましたか？そんなことないです

ね。じゃあ、どうしましたか？ 元気
げ ん き

 になるように 助
たす

けてくれましたね。元気
げ ん き

 になるように、お 薬
くすり

 をくれ

たり、 お世話
せ わ

をしたりしたはずです。 

罪
つみ

 を、病気
びょうき

 だと思
おも

 ってみましょう。あなたの天
てん

 の父
ちち

 は、

あなたをしかりますか？病気
びょうき

 になったからといって 

罰
ばつ

 を与
あた

 えると思
おも

 いますか？そんなことありません！神
かみ

さまは、あなたが元気
げ ん き

 になるように助
たす

 けたいのです。
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神
かみ

 さまは、あなたを取
と

 りのぞきたいんじゃなくて、あ

なたを苦
くる

 しめている罪
つみ

 という病気
びょうき

 を取
と

 りのぞいてあげ

たいからお薬
くすり

をくれるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神
かみ

 さまがくれるお 薬
くすり

 は、なんとイエスさまなのです。

そう、神
かみ

 さまのお 薬
くすり

 は人
ひと

 です！ 私
わたし

 たちが飲
の

 むお 薬
くすり

が 体
からだ

 の中
なか

 に入
はい

 って元気
げ ん き

 にしてくれるように、イエス

さまにも、 私
わたし

 たちの 心
こころ

 の中
なか

 に住
す

 んでもらう必要
ひつよう

 があ

るのです。イエス
い え す

 さまは、 私
わたし

 たちを病気
びょうき

 にしている

罪
つみ

 を取
と

 りのぞくことができます。イエスさまなしでは、

私
わたし

 たちは元気
げ ん き

 になることができません。イエスさま
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はこう言
い

 いました。 「 私
わたし

 なしには、あなたたちは何
なに

もできない」 （ヨハネ 95:5）。 

イエスさまがすることは、すべて父
ちち

 の神
かみ

 さまがイエス

さまを通
とお

 してしていることだということを覚
おぼ

 えておき

ましょう。だから、 私
わたし

 たちを元気
げ ん き

 にするお 薬
くすり

 は、イ

エスさまの中
なか

で働
はたら

いている父
ちち

の神
かみ

さまなのです。 

そして、罪
つみ

 という病気
びょうき

 が少
すこ

 しずつなくなっていくと、

私
わたし

たちの 心
こころ

はだんだん天
てん

の 父
ちち

に似
に

てきます。神
かみ

さま

がいつも やさしくて、愛
あい

にあふれていて、人
ひと

に親切
しんせつ

に

してくれるように、 私
わたし

 たちもそんなふうに人
ひと

 にやさ

しくて、思
おも

いやりにあふれて、親切
しんせつ

になるのです。 

大洪水
だいこうずい

と神
かみ

さまの心
こころ

 

さあ、神
かみ

 さまのやさしい 心
こころ

 について少
すこ

 し分
わ

 かってき

たところで、聖書
せいしょ

 の中
なか

 にある ちょっとむずかしい お

話
はなし

 をいくつか読
よ

 んでみましょう。そのお 話
はなし

 の中
なか

 には、

まるで神
かみ

 さまが人
ひと

 を傷
きず

 つけたように見
み

 えるものもあり

ます。でも、 私
わたし

 たちはもう知
し

 っていますね。神
かみ

 さま
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は、人
ひと

 を悪
わる

 くしたり、傷
きず

 つけたりしないってことを。

神
かみ

 さまは、たとえ神
かみ

 さまのことが好
す

 きじゃない人
ひと

 にも、

いつもやさしいのです。それでは、聖書
せいしょ

 の創世記
そうせいき

 を開
ひら

いて、最初
さいしょ

 のお 話
はなし

 を読
よ

 んでみましょう。それは、

地球中
ちきゅうじゅう

が水
みず

でおおわれた 大洪水
だいこうずい

のお話
はなし

です。 

 

神
らみ

いさまは、人
ひが

いの悪
わる

いさが地上
ちじにう

い がても大
おお

いきだなし

てょましたのを見
み

いた。人
ひが

いの 心
こころ

いの思
おも

い が、 け

も悪
わる

い こがばらりになして た。のかを見
み

いて、

神
らみ

いさまはがても悲
らな

いょだなり、心
こころ

いを痛
 た

いめた。の

ょて神
らみ

いさまは言
 

いした。「わたょは、人間
にんげん

いも、

動物
どうぶけ

いも、鳥
がり

いも、地上
ちじにう

いに るべてての生
 

いきものをい

地
ち

いらなうろぼべ！わたょは、彼
らか

いなを作
けだ

いしたこが

をこうら ょて る。」〜創世記
のうて き

6:5-7 

 

えっ、まさか、神
かみ

さまは本当
ほんとう

に この人
ひと

たちをほろぼす

と言
い

 っているのでしょうか？神
かみ

 さまは、人
ひと

 が神
かみ

 さまの

ようにしないから、その人
ひと

 たちを傷
きず

 つけようとしてい

るのでしょうか？このまま読
よ

 むと、神
かみ

 さまの 心
こころ

 がゆ
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れ動
うご

いているように 見
み

えるかもしれないですね。最初
さいしょ

はとても悲
かな

しんで、その後
あと

でほろぼすと言
い

って、 また

悲
かな

 しいと言
い

 っています。うーん、本当
ほんとう

 に神
かみ

 さまの性格
せいかく

って そんなふうに変
か

わるのでしょうか？いいえ、変
か

わ

りません。神
かみ

 さまは、こう言
い

 っています。「わたしは

主
しゅ

。私
わたし

は変
か

わることはない。」 （マラキ 3:6）パウロ

も、イエスさまについて 同
おな

 じことを教
おし

 えています。

「イエス・キリストは、 きのうも、今日
き ょ う

も、いつまで

も 変
か

わることはない。」 （ヘブル 93:8） 

イエスさまが、いじわるされても親切
しんせつ

 にしたり人
にん

 を助
たす

けたりしていたのは、神
かみ

 さまがいつもそうしているか

らなのです。神
かみ

 さまは、いじわるをしようとする人
ひと

 や、 

神
かみ

 さまのように生
い

 きたくない人
ひと

 にも、いつも親切
しんせつ

 なの

です。そして、 私
わたし

 たちは、神
かみ

 さまの 心
こころ

 は、絶対
ぜったい

 に変
か

わらないことを学
まな

 びました。神
かみ

 さまは、 昔
むかし

 の人
ひと

 たち

にも、今
いま

 の人
ひと

 たちと同
おな

 じようにしているのです。「神
かみ

さまはいつも、 感謝
かんしゃ

しない人
ひと

や、いじわるな人
ひと

にさえ 

親切
しんせつ

にしてくれる」（ルカ 6:35）。 
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神
かみ

 さまは、人々
ひとびと

 が 命
いのち

 と愛
あい

 の律法
りっぽう

 を守
まも

 って生
い

 きていな

いのを見
み

 て、とても悲
かな

 しくなりました。前
まえ

 に話
はな

 した

扇風機
せんぷうき

 のお 話
はなし

 に出
で

 てきた友
とも

 だちのように、自分
じ ぶ ん

 の指
ゆび

を扇風機
せんぷうき

 に入
い

 れようとしていたのです。自分
じ ぶ ん

 で自分
じ ぶ ん

 を

傷
きず

 つけようとしていたんです。でも、神
かみ

 さまはその人
ひと

たちを とても愛
あい

 していたので、ノア
の あ

 という友
とも

 だちに

箱舟
はこぶね

 という大
おお

 きな船
ふね

 を作
つく

 るように言
い

 いました。どうし

てでしょうか？なぜなら、神
かみ

 さまは、120年後
ね ん ご

 に

世界中
せかいじゅう

 をおおう大洪水
だいこうずい

 が来
く

 ることを知
し

 っていたからな

のです。神
かみ

 さまは、すべての人
ひと

 と動物
どうぶつ

 に助
たす

 かって欲
ほ

 し

かったのです。でも、神
かみ

 さまの思
おも

 いを聞
き

 いて箱舟
はこぶね

 に入
はい

ったのは、 ノア
の あ

の家族
か ぞ く

だけでした。そして、特別
とくべつ

に選
えら

ばれた少
すこ

 しの動物
どうぶつ

 たちといっしょに助
たす

 けられたのです。 
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でも、どうして洪水
こうずい

 が来
き

 たのでしょうか。神
かみ

 さまは、

自分
じ ぶ ん

 のことが気
き

 に入
い

 らない人
ひと

 たちをやっつけたくて

洪水
こうずい

 を起
お

 こしたのでしょうか。「そうだ」と言う人も

いるけれど、 私
わたし

 たちは知
し

 っていますね。神
かみ

 さまは愛
あい

そのもので、いつも「恩知
お ん し

 らずな人
ひと

 や、いじわるな人
ひと

にも親切
しんせつ

 」で、神
かみ

 さまの「愛
あい

 は人
ひと

 に害
がい

 を与
あた

 えない」と

いうことです（ローマ 93:90）。 

前
まえ

 に、木
き

 のお 話
はなし

 をしたのを覚
おぼ

 えていますか。木
き

 は私
わたし

たちに酸素
さ ん そ

 をくれて、 私
わたし

 たちは木
き

 に二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

 をあ

げるのです。このことから分
わ

 かるのは、神
かみ

 さまが作
つく

 っ

た世界
せ か い

 のすべてはつながっているということなのです。 

神
かみ

 さまがこの世界
せ か い

 のために最初
さいしょ

 に作
つく

 った人
ひと

 は、アダム

とエバの二人
に に ん

でした。ある日
ひ

、二人
ふ た り

は 神
かみ

さまの教
おし

えに

従
したが

 わないことを選
えら

 んでしまい、 命
いのち

 と愛
あい

 のきまりをや

ぶってしまいました。二人
ふ た り

 は、神
かみ

 さまの生
い

 き方
かた

 にさか

らったのです。興味深
きょうみぶか

 いことに、二人
ふ た り

 が罪
つみ

 を犯
おか

 したこ

とで、そのえいきょうは二人
ふ た り

 だけじゃなくて、地球
ちきゅう

 に

も広
ひろ

 がって行きました。アダム
あ だ む

 とエバ
え ば

 が罪
つみ

 を犯
おか

 した後
あと

 、
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神
かみ

さまは地球
ちきゅう

にどんなことが起
お

きるかを 二人
に に ん

に教
おし

えま

した。 

  

あなたがょたこがの

て  、地面
じ め ん

はのろ

わかるこがになる。

こからなは、食
た

て物
もの

を育
のだ

てるのに苦労
だ ろ う

べ

るだろう。あなたが

食
た

てるのは植物
ょにだぶけ

だんど、地面
じ め ん

らなは、 ばな

 雑草
ざしのう

もいたださん生
は

えてだる、うになる。 

～い創世記
のうて き

い3:17-18 

 

トゲにささって、けがをしたことがありますか？この

トゲは、この地球
ちきゅう

 に罪
つみ

 が入
はい

 ってきたから生
は

 えるように

なったのです。そして、神
かみ

 さまは 私
わたし

 たち人間
にんげん

 を地面
じ め ん

から作
つく

ったことを知
し

っていましたか？ 

ののあが、主
ょゅ

いなる神
らみ

いさまはい地面
じ め ん

いの土
けち

いをがして、

人
ひが

いを形
らたち

いを作
けだ

いした。のょて、のの人
ひが

いの鼻
はな

いに“命
 のち
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の息
 き

い をれきこんだ。べるが、のの人
ひが

いは生
 

いきて

 る者
もの

になした。～創世記
のうて き

い2:7 

どうして罪
つみ

 が地球
ちきゅう

 にえいきょうするのか分
わ

 かります

か？ 私
わたし

 たちは地面
じ め ん

 の土
つち

 から作
つく

 られました。だから、

私
わたし

 たちが罪
つみ

 をおかすと、そのえいきょうは 私
わたし

 たちが

生
う

まれた 地球
ちきゅう

にも広
ひろ

がっていくのです。これについて、

聖書
せいしょ

のイザヤ書
しょ

にも書
か

かれています。 

地球
ちきゅう

いが、ごかてょましたのは、のこに住
べ

い 人
ひが

いた

ちがい神
らみ

いさまのきまりを守
まも

いなず、神
らみ

いさまが決
き

いめ

たきまり（お祈
 の

いりの時間
じ ら ん

い をい変
ら

いえてょました

らなだ。...地球
ちきゅう

いはのろわかて、人々
ひがびが

いは自分
じ ぶ ん

いた

ちの罪
けみ

いのて  苦
だる

いょ 、うになしてょました。

〜イザヤ書
ょに

い24:5-6 

ここでもまた、 私
わたし

 たちの罪
つみ

 の 行
おこな

 いは、 私
わたし

 たち自身
じ し ん

だけじゃなく、地球
ちきゅう

 にもえいきょうを与
あた

 えています。

最初
さいしょ

 に、罪
つみ

 がこの世界
せ か い

 に入
はい

 ってきたことで、地面
じ め ん

 から

トゲが生
は

えるようになったことが分
わ

かります。 
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一番最初
いちばんさいしょ

のいばらが地上
ちじょう

に生
は

えてか

ら約
やく

4,000年
ねん

がたったころ、ローマ

の兵士
へ い し

たちはイエスさまにいばらの

冠
かんむり

を作
つく

って、むりやりかぶせまし

た。兵士
へ い し

たちは、イエスさまが 

「私
わたし

は王
おう

です」と言
い

ったのを聞
き

い

て、からかっていたのです。でも、兵士
へ い し

たちは イエス

さまが言
い

った「王
おう

」という言葉
こ と ば

の 本当
ほんとう

の意味
い み

を分
わ

かっ

ていませんでした。 

イエスさまが言
い

 った「王
おう

 」というのは、この世界
せ か い

 にあ

る国
くに

の王
おう

さまとは ぜんぜん違
ちが

う意味
い み

でした。イエスさ

まの王国
おうこく

 は、どこかにある大
おお

 きなお城
しろ

 や町
まち

 のことでは

ないのです。それは、 私
わたし

 たちが他
ほか

 の人
ひと

 のことをどん

なふうに 考
かんが

 えて、どんなふうに行動
こうどう

 するかに関係
かんけい

 し

ている王国
おうこく

 なのです。イエスさまは、自分
じ ぶ ん

 の王国
おうこく

 につ

いて こんなふうに言
い

いました。 

「神
らみ

いさまの王国
おうこだ

いは、 目
め

い 見
み

いえる形
らたち

い は して

来
こ

いな 。 「見
み

いて、ここにある！」がら 「あの
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こにある！」が言
 

いえるもの はな 。なぜなな、 

神
らみ

いさまの王国
おうこだ

いは あなたの 心
こころ

いの中
なら

いにあるらな

だ。」～ルカの福音書
れだ んょに

い17:20-21 

 

 
 

すごいですね。神
かみ

さまの王国
おうこく

は、やさしさと愛
あい

と思
おも

いやり

でいっぱいの世界
せ か い

なのです。 

それはすべて、私
わたし

たちの心
こころ

の中
なか

（脳
のう

の中
なか

）で 考
かんが

え方
かた

を

変
か

えていくことです。そして、イエスさまのように

行動
こうどう

することなのです。 

 

パウロは、 私
わたし

 たちにこう言
い

 いました。「あなたたち

も、イエス・キリストの 心
こころ

 を持
も

 ちなさい」 （ピリピ

2:5）。じゃあ、どうして イエスさまの 心
こころ

 が 私
わたし

 たち

の中
なか

 に必要
ひつよう

 なのでしょうか？神
かみ

 さまは 私
わたし

 たちに こう

言
い

っています。 
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私
わたょ

いの 考
らんが

いえは、あなたたちの考
らんが

いえがは違
ちが

いう。

あなたたちの生
 

いき方
らた

いも、 私
わたょ

いの生
 

いき方がは違
ちが

いう。

が、主
ょゅ

いなる神
らみ

いさまは言
 

いう。天
てん

いが地
ち

い、りも高
たら

い 、

うに、私
わたょ

いの生
 

いき方
らた

いはあなたたちの生
 

いき方
らた

い、り

高
たら

いだ、わたょの考
らんが

いえはあなたたちの考
らんが

いえ、り

も高
たら

 。〜イザヤ書
ょに

い55:8-9 

神
かみ

 さまの 考
かんが

 え方
かた

 は、 私
わたし

 たちの 考
かんが

 え方
かた

 よりずっとす

ばらしいのです。だから、 私
わたし

 たちが イエスさまのよ

うに 考
かんが

 えると、イエスさまのように行動
こうどう

 できるよう

になるのです。でも、それは 私
わたし

 たちの 力
ちから

 だけでは 

できません。イエスさまの 心
こころ

 と 考
かんが

 え方
かた

 を 私
わたし

 たちの

心
こころ

 の中
なか

 に受
う

 け入
い

 れると、それができるようになるの

です。 

私
わたし

 たちの脳
のう

 は、人
ひと

 にどんなふうに接
せっ

 するかを決
き

 める

ところです。だから、 心
こころ

 と脳
のう

 はつながっているので

す。そして、心臓
しんぞう

 は 体 中
からだじゅう

 に血
ち

 を送
おく

 り出
だ

 しています。

聖書
せいしょ

 には、「すべての生
い

 きものの 命
いのち

 は血
ち

 の中
なか

 にある」

（レビ 97:99）と書
か

かれてます。 
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イエスさまは、こう言
い

 いました。「 私
わたし

 は道
みち

 であり、

真理
し ん り

 であり、 命
いのち

 である。 私
わたし

 を通
とお

 らなければ、だれも

父
ちち

のもとへ行
い

くことはできない」（ヨハネ 14:6）。イ

エスさまは、 私
わたし

 たちの 命
いのち

 を支
ささ

 えなのです。イエスさ

まがいるから、 私
わたし

 たちは生
い

 きることができるのです。

だから、イエスさまが 私
わたし

 たちの 心
こころ

 の中
なか

 に住
す

 むことが

とても大切
たいせつ

 なのです。預言者
よげんしゃ

 エレヤヤは、イエスさま

がいない 心
こころ

 は「何
なに

 よりも曲
ま

 がっている。」（エレヤ

ヤ 17:9）と言
い

っているます。「曲
ま

がっている」という

のは、 私
わたし

 たちの 心
こころ

 がうそをつく（だます）というこ

とです。つまり、神
かみ

 さまについて正
ただ

 しくないことを信
しん

じてしまうという意味
い み

 なのです。でも、神
かみ

 さまは、そ

んな 心
こころ

 のままにしておきません。神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たち

に 新
あたら

 しい 心
こころ

 をくれます。その 心
こころ

 は、罪
つみ

 を犯
おか

 す前
まえ

 に

人
ひと

 が持
も

 っていたような、神
かみ

 さまのやさしい、ゆたかな

命
いのち

で満
み

たされた心
こころ

なのです。 
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私
わたょ

は、がんこになしたあなた

たちの心
こころ

を取
が

りのぞき、

忠実
ちゅうじけ

 ありた が う新
あたな

ょ

 心
こころ

を与
あた

える。あなたたち

は、きか  ましべぐな考
らんが

え

を持
も

け、うになるだろう。なぜなな、私
わたょ

の霊
か 

をあなたたちの中
なら

に入
 

か、私
わたょ

のきまりを守
まも

り

た 、従
ょたが

 た が う心
こころ

を与
あた

えるらな

だ。...～エゼキエル書
ょに

い36:26-27 

神
かみ

 さまが 「 私
わたし

 の霊
れい

 をあなたたちの 心
こころ

 に入
い

 れる」 と

言
い

うのは、どういう意味
い み

なのでしょうか？まあ、 神
かみ

さ

まの霊
れい

 は、あなたの友
とも

 だち（PAL：パル）みたいなも

のだと思
おも

ってみましょう。 

P = Presence（存在
そんざい

）  A = Attitude（態度
た い ど

）  L = Life（人生
じんせい

） 
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神
かみ

さまの聖
せい

なる霊
れい

が

あなたの中
なか

に住
す

むと

いうことは、神
かみ

さま

自身
じ し ん

のやさしい心
こころ

、

思
おも

いやりの気持
き も

ち、

そして命
いのち

が、あなたの中
なか

にいるということです。

「聖
せい

なる」というのは、人
ひと

のために働
はたら

くことをよろ

こぶ、という意味
い み

です。神
かみ

さまがあなたのために働
はたら

いているって、そんなふうに考
かんが

えたことがあります

か？神
かみ

さまは、あなたを支
ささ

える人
ひと

だと思
おも

ったことがあ

りますか？ 

愛
あい

 にあふれた父
ちち

 の神
かみ

 さまは、あなたに必要
ひつよう

 なものをす

べて与
あた

 えることをよろこんでいます。神
かみ

 さまは 私
わたし

 た

ちが教
おし

 えやきまりに 従
したが

 えるようになると言
い

 っていま

す。神
かみ

 さまのきまりや教
おし

 えに 従
したが

 うことは、神
かみ

 さまの

聖
せい

 なる霊
れい

 で 心
こころ

 が満
み

 たされているときに自然
し ぜ ん

 に生
う

 まれ

てくるものなのです。 
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あなたは、神
かみ

さまに従
したが

う

ことが好
す

きになります。そ

れは、ごほうびが欲
ほ

しいか

らでも、ひどい罰
ばつ

から逃
に

げ

たいからでもありません。 

本当
ほんとう

に神
かみ

さまに仕
つか

えるのが好
す

きだから、イエスさまが

そうしたように、人
ひと

を助
たす

けたり、人
ひと

にやさしくしたり

することで 神
かみ

さまの栄光
えいこう

を表
あらわ

すことができるので

す。 

私
わたし

 たちがどんなふうに行動
こうどう

 するかは、 心
こころ

 の中
なか

 で神
かみ

 さ

まをどう思
おも

 っているかによって大
おお

 きく変
か

 わってきます。

神
かみ

 さまは、やさしくて、愛
あい

 にあふれていて、親切
しんせつ

 だと

思
おも

 いますか？それとも、いじわるでいつもあなたの

間違
ま ち が

 いを見
み

 つけてすぐに罰
ばっ

 しようとしていると思
おも

 いま

すか？ 私
わたし

 たちの 考
かんが

 え方
かた

 や行動
こうどう

 は、どんな神
かみ

 さまを

心
こころ

 の中
なか

 で信
しん

 じているかによって決
き

 まるのです！だか

らこそ、神
かみ

 さまは、神
かみ

 の律法
りっぽう

 をあなたたちの 心
こころ

 と思
おも

いに書
か

き込
こ

むと言
い

っているのです。 
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 けら、 私
わたょ

い、主
ょゅ

いが彼
らか

いなの 心
こころ

いが思
おも

い に 私
わたょ

いの

律法
りしぽう

いを書
ら

いき込
こ

い 時
がき

いが来
だ

いるだろう。私
わたょ

いは彼
らか

いなの

神
らみ

い（支
ささ

いえる人 がなり、彼
らか

いなは 私
わたょ

いの民
みん

い（ょも

て がなる。〜ヘブライ人
じん

への手紙
て が み

い8:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエスさまは、ローマの兵士
へ い し

 たちが いばらの 冠
かんむり

 を

力
ちから

いっぱい頭
あたま

に押
お

しつけることを ゆるしました。そ

「心
こころ

、 たまょ

 、 思
おも

 、力
ちらな

を

こめて、 神
らみ

さまを

愛
あ 

ょまょにう。」 

 

「自分
じ ぶ ん

の、う

に人
ひが

を愛
あ 

ょま

ょにう。」 

箴言
ょんげん

い7:1-3 

「私
わたょ

の教
おょ

えを、い

あなたの中
なら

に大切
た てけ

にょまして...」 

「あなたの心
こころ

の

ノ
の

ート
が

に書
ら

きこみ

まょにう。」 

けながり 

ら れだ 

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.pinterest.com%2Fpin%2F596023331922141037%2F&psig=AOvVaw2IvDNl0XNzlzyAqjzwryG2&ust=1611593386568000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCLD7mLWDte4CFQAAAAAdAAAAABBh
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れは、イエス
い え す

 さまが 私
わたし

 たちをとても深
ふか

 く愛
あい

 している

ということを見
み

 せるためだったのです。 私
わたし

 たちの罪
つみ

がこれらのいばらを生
う

 んだのに、イエスさまはその罪
つみ

を私
わたし

たちの代
か

わりに受
う

けてくれたのです。 
 

私
わたし

 たちの 心
こころ

 や 考
かんが

 えは、「トゲだらけ」になってし

まうことがあります。いばらは、本当
ほんとう

 ならきれいなは

ずの庭
にわ

 の 美
うつく

 しさを かくしてしまいます。こわれやす

くてきれいなバラも、トゲがあると傷
きず

 つける花
はな

 になっ

てしまいます。いばらや雑草
ざっそう

 があるということは、こ

の世界
せ か い

には良
よ

いものと悪
わる

いものが 混
まざ

ってしまっている

という証拠
しょうこ

 です。神
かみ

 さまは、本当
ほんとう

 は良
よ

 いものだけがあ

る世界
せ か い

を 作
つく

りたかったのです。悲
かな

しいですね。 
  

罪
つみ

のせいで、神
かみ

さまの 美
うつく

しさや やさしさは、ずるが

しこくて人
ひと

 をだますいばらにおおわれて隠
かく

 されてしま

いました。イエスさまは、そのいばらの 冠
かんむり

 がやさし

くて愛
あい

 にあふれた 心
こころ

 （ 頭
あたま

 ）をつきさすことをゆるし

ました。それは、いばらをかぶるイエスさまの愛
あい

 を見
み
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たとき、 私
わたし

 たちの 心
こころ

 にチクッとささるからです。

私
わたし

 たち人間
にんげん

 の罪深
つみぶか

 い 心
こころ

 や 考
かんが

 えが、イエスさまを

十字架
じゅうじか

 にかける原因
げんいん

 になったとき、イエスさまは、ま

ず 私
わたし

 たちの 考
かんが

 えがどれほど暗
くら

 くなっているかを見
み

 せ

なければならなかったのです。そうしないと、イエス

さまの愛
あい

 が見
み

 えなかったからです。だから、イエスさ

まが十字架
じゅうじか

 にかかっている 間
あいだ

 、「全地
ぜ ん ち

 が暗
くら

 くなった」

（ルカ 23:44）のです。そしてイエスさまが死
し

んだと

き、「大
おお

 きな地震
じ し ん

 が起
お

 こり、岩
いわ

 がさけた」（マタイ 

27:51）のです。 
 

イエスさまが死
し

 んだとき、この地球
ちきゅう

 そのものがえいき

ょうを受
う

 けたことが分
わ

 かりますか？地球
ちきゅう

 は、自分
じ ぶ ん

 を作
つく

ってくれた人
ひと

 が苦
くる

 しめられ、傷
きず

 つけられているのを見
み

て、反応
はんのう

 したのです。地球
ちきゅう

 に広
ひろ

 がった暗
くら

 やみは、 私
わたし

たちの 心
こころ

 の中
なか

 にある暗
くら

 い思
おも

 いをかがみのように映
うつ

 し

出
だ

 しました。それは、 私
わたし

 たちが 本当
ほんとう

 の神
かみ

 さまのやさ

しい愛
あい

 の 心
こころ

 を よく分
わ

 かっていなかったし、間違
ま ち が

 って

理解
り か い

 していたということなのです。でもイエスさまの
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おかげで、 私
わたし

 たちはその暗
くら

 やみの向
む

 こうにある神
かみ

 さ

まの本当
ほんとう

 の 美
うつく

 しさ、やさしさ、そして永遠
えいえん

 に続
つづ

 く愛
あい

を見
み

 ることができるようになりました。神
かみ

 さまは、

本当
ほんとう

 のお父
とう

 さんのようにすべての子
こ

 どもを愛
あい

 していて、

決
けっ

してあなたを愛
あい

することをやめないのです。 

「暗
だな

い みの中
なら

いらな 光
ひらり

いを照
て

いなて」が言
 

いした神
らみ

いさ

まは、イエス・キリストの顔
らお

いにらが だ神
らみ

いの

栄光
え こう

いの知識
ち ょ き

いを明
あき

いならにべるために、私たちの

心
こころ

いを照
て

いなょてだかたの ある。〜コリント人
じん

への手紙
て が み

の第二
だ  に

4:6 

イエスさまを見
み

 ると、 私
わたし

 たちは神
かみ

 さまの栄光
えいこう

 の知識
ち し き

を 受
う

 け取
と

 ることができます。それは、イエスさまが 

本当
ほんとう

 に天
てん

 の父
ちち

 の神
かみ

 さまのような人
ひと

 だからです。でも、

神
かみ

 さまの栄光
えいこう

 って何
なん

 でしょうか？その答
こた

 えを知
し

 るため

に、神
かみ

 さまがモーセに言
い

 ったことを読
よ

 んでみましょう。 

べるがモーセは言
 

いした。「どうら、あなたの

栄光
え こう

いを 私
わたょ

いに見
み

いててだださ ！」神
らみ

いさまは言
 

いし
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た。「私
わたょ

のべてての良
、

さ（ さょさ をいあな

たの前
まえ

いに通
がお

いなて、う。のょて、主
ょゅ

いの名
な

いをあなた

の前
まえ

い 宣言
てんげん

いょ、う。私
わたょ

いは、恵
めぐ

いみを与
あた

いえ、うが

べる者
もの

いには恵
めぐ

いみ（愛
あ 

い を与
あた

いえ、親切
ょんてけ

いを示
ょめ

いべ者
もの

いに

は親切
ょんてけ

いを示
ょめ

いべ。」～出
ょゅけ

いエプトト記
き

いい33：18-19。 
 

神
かみ

さまの栄光
えいこう

は、 神
かみ

さまの心
こころ

です！イエスさまを通
とお

して、 

私
わたし

たちが神
かみ

さまのことを間違
ま ち が

っ

て考
かんが

えて心
こころ

が暗
くら

くなっていた

ところに、神
かみ

さまのやさしくて

愛
あい

にあふれた心
こころ

が 明
あか

るく照
て

ら

し出
だ

したのです。もう、罪
つみ

の暗
くら

やみにだまされないようにしましょう。毎日
まいにち

、聖書
せいしょ

を

読
よ

んで、神
かみ

さまの本当
ほんとう

の心
こころ

という光
ひかり

を私
わたし

たちの心
こころ

に照
て

らしてもらいましょう。 

これまで学
まな

 んできたことを 考
かんが

 えると、地球
ちきゅう

 が病気
びょうき

 に

なってしまったことが、ノア
の あ

 が箱舟
はこぶね

 を作
つく

 った時
とき

 の洪水
こうずい
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の原因
げんいん

 になった、ということはあるのでしょうか？で

は、もう一度
い ち ど

 、洪水
こうずい

 の前
まえ

 に人々
ひとびと

 に何
なに

 が起
お

 きていたのか 

よく見
み

てみましょう。 

主
ょゅ

いは、人
ひが

いの悪
あだ

いが地上
ちじにう

い がても大
おお

いきだなり、人
ひが

いの

心
こころ

いのべてての考
らんが

いえ（思
おも

い  がい  けも悪
わる

い こ

がばらりになしてょましたのを見
み

いた。～創世記
のうて き

い

6:5 

ここでも、 私
わたし

 たちの 心
こころ

 と思
おも

 いがつながっていること

が分
わ

 かりますか？あの時
とき

 の人
ひと

 たちの 心
こころ

 と思
おも

 いは、悪
わる

い思
おも

 いでいっぱいになっていました。いつもあばれた

り、にくんだりして、神
かみ

 さまが教
おし

 えてくれた愛
あい

 のある

生
い

 き方
かた

 を大切
たいせつ

 にしようとしませんでした。自分
じ ぶ ん

 のこと

だけを 考
かんが

 えて、どうやったらもっと楽
たの

 しくできるか

なということばかり気
き

にしていたのです。  
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これは地球自体
ちきゅうじたい

 に直接
ちょくせつ

 えいきょうを与
あた

 えたのでしょ

うか？11節
せつ

と 12節
せつ

で見てみましょう: 

のの時
がき

、地球
ちきゅう

は神
らみ

さまの前
まえ

 こわかてょま 、 

暴力
ぼうりにだ

  しぱ になして た。神
らみ

さまが地球
ちきゅう

を見
み

るが、本当
うんがう

にこわかてょまして た。 の

かは、地上
ちじにう

のべてての人々
ひがびが

が 神
らみ

さまの教
おょ

えた

道
みち

を行
 

らな  、悪
わる

 生
 

き方
らた

ばらりょて たら

なだした。〜い創世記
のうて き

い6:11-12 

そうです！ 人々
ひとびと

 のあらっぽい 行
おこな

 いが、地球
ちきゅう

 をこわし

てしまったのです。地球
ちきゅう

 は、人々
ひとびと

 の 心
こころ

 や思
おも

 いの中
なか

 に

あった暴力
ぼうりょく

 を映
うつ

 すかがみのようになってしまったの
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です。それを見
み

て、神
かみ

さまはとても悲
かな

しみました。 
 

神
かみ

 さまは、人々
ひとびと

 も、地球
ちきゅう

 も、動物
どうぶつ

 たちも おたがいに

暴力
ぼうりょく

 をふるったり、にくんだりすることを とても悲
かな

しく思
おも

 いました。神
かみ

 さまは暴力
ぼうりょく

 がきらいです。イザ

ヤ書
しょ

 には、イエスさまは 「決
けっ

 して暴力
ぼうりょく

 をふるわなか

った」（イザヤ 53: ）と書
か

 かれています。イエス
い え す

 さま

が暴力
ぼうりょく

 をふるわないなら、その父
ちち

 である神
かみ

 さまも

暴力
ぼうりょく

 をふるうはずがありません。実
じつ

 は、神
かみ

 さまは 私
わたし

たちを「うそや暴力
ぼうりょく

 から救
すく

 いたい」と願
ねが

 っています 

（詩篇
し へ ん

  72:94）。もし神
かみ

 さまが洪水
こうずい

 を起
お

 こしたとした

ら、それは暴力
ぼうりょく

 をふるったことになってしまいます。

でも、 私
わたし

 たちは神
かみ

 さまは暴力
ぼうりょく

 がきらいだと知
し

 ってい

ます。決
けっ

 して暴力的
ぼうりょくてき

 なことをすることはありません。 

ある人
ひと

 たちは、神
かみ

 さまがきまりを守
まも

 らない人
ひと

 に暴力
ぼうりょく

をふるったり傷
きず

 つけてしまうことは、正
ただ

 しいはんだん

をするためと言
い

 います。神
かみ

 さまが イスラエルのいじ

わるな王
おう

 たちに言
い

 われたことを見
み

 てみましょう。「も
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うやめなさい、イスラエルの王
おう

 たちよ。 暴力
ぼうりょく

 やこわ

すことをやめて、正
ただ

 しいことを 行
おこな

 いなさい。」（エ

ゼキエル 45:9）ここからわかるように、本当
ほんとう

 の正
ただ

 し

い 行
おこな

 いは 暴力
ぼうりょく

 を使
つか

 ったり、こわしたりすることで

はありません。だから、神
かみ

 さまの正義
せ い を

 は、決
けっ

 して神
かみ

 さ

ま自身
じ し ん

 が暴力
ぼうりょく

 をふるったり、こわしたりすることで

はないのです。 

  

   

   

  

  

   

  

 

きっと、あなたは①に丸
まる

 をつけましたね。神
かみ

 さまは、

人々
ひとびと

 を傷
きず

 つけるのではなくて、助
たす

 けたかったのです。

神
かみ

 さまは、人々
ひとびと

 を神
かみ

 さま自身
じ し ん

 から守
まも

 ろうとしたのでは

なくて、洪水
こうずい

 から守
まも

 ろうとしました。あの大
おお

 きな洪水
こうずい

神
かみ

さまはノアに、 もうすぐ洪水
こうずい

が来
く

ることを人々
ひとびと

に知
し

らせるように言
い

いました。 

では、ノアはどんなふうに人々
ひとびと

に知
し

らせたと思
おも

いますか？ 下
した

の二
ふた

つの答
こた

えのう

ち、正
ただ

しいと思
おも

う法
ほう

に丸
まる

をつけましょう。 

 

 
1. ノアは言

い

った。 

「もうすぐ大
おお

きな洪水
こうずい

が来
く

る。 神
かみ

さまは、みんなを

洪水
こうずい

から守
まも

りたいんだ。 

だから、神
かみ

さまの言
い

うこと

を聞
き

いて、 悪
わる

いことから

はなれよう。」 

 

2. ノアは言
い

った。   

「もし神
かみ

さまの教
おし

えをやぶ

ってばかりいるなら、神
かみ

さ

まが大
おお

きな洪水
こうずい

を送
おく

って、

みんなが流
なが

されてしまうこ

とになるよ。」 
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が人々
ひとびと

 を傷
きず

 つけてしまうところだったのです。ちょう

ど、あなたの友
とも

だちが 回
まわ

っている扇風機
せんぷうき

に指
ゆび

を入
い

れよ

うとして 危
あぶ

なかった時
とき

と同
おな

じですね。 

地球
ちきゅう

 そのものが暴
あば

 れていたのだから、暴力
ぼうりょく

 をふるう

のは地球
ちきゅう

 で、神
かみ

 さまではありません。神
かみ

 さまは、決
けっ

 し

て暴力
ぼうりょく

をふるったりしません。 

神
かみ

 さまは、ある人
ひと

 たちにこう教
おし

 えました。「地球
ちきゅう

 その

ものが病気
びょうき

になってしまった」ため、実際
じっさい

に「 そこに

住
す

 んでいた人
ひと

 たちを 吐
は

 き出
だ

 した。」 （レビ記
き

  98:25–

28） 

でも、ここで一
ひと

 つ大事
だ い じ

 な質問
しつもん

 をしなくてはいけません。 

神
かみ

 さまに質問
しつもん

 することをこわがらなくていいのです。

私
わたし

 たちが聞
き

 きたい質問
しつもん

 とは、どうして聖書
せいしょ

 には、神
かみ

さま自身
じ し ん

が 「地上
ちじょう

の生きものをすべてなくしてしまう。 

人
ひと

 も、動物
どうぶつ

 も、鳥
とり

 も、は虫類
ちゅうるい

 も、 みんなを消
け

 し去
さ

 っ

てしまう」 と言
い

 った、と書
か

 かれているのだろう？ と

いうことなのです。 
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この部分
ぶ ぶ ん

 だけを見
み

 ると、まるで神
かみ

 さまが人々
ひとびと

 をこわそ

うとしているように 聞
き

こえるかもしれません。では、

ここで神
かみ

 さまの 心
こころ

 をどう理解
り か い

 したらいいのでしょう

か。それは、 私
わたし

 たちが聖書全体
せいしょぜんたい

 をどのように読
よ

 むか

で変
か

わってきます。 

ある日
ひ

、イエスさまはあ

る人
ひと

にこう聞
き

きました。

「律法
りっぽう

には何
なん

と書
か

いてあ

りますか？ あなたはそ

れをどう理解
り か い

しています

か？」 （ルカ 90:26）だから、私
わたし

たちも、聖書
せいしょ

が何
なに

を

言
い

っているのか、なぜそう言
い

っているのかをしっかり

理解
り か い

することが大切
たいせつ

なのです。もし理解
り か い

しないまま読
よ

むと、聖書
せいしょ

が本当
ほんとう

は言
い

っていないことを言
い

っていると

思
し

ってしまうことがあるかもしれません。 

パウロは、聖書
せいしょ

 を読
よ

 むとき、目
め

 におおいがかかったよ

うになって、書
か

 いてあることを正
ただ

 しく理解
り か い

 できない人
ひと

がいると教
おし

 えています。そのおおいのせいで、聖書
せいしょ

 が



 60 

言
い

 っていることを正
ただ

 しく理解
り か い

 できなくなってしまうの

です。 

「今日
き に う

に たるま 、い聖書
て ょに

を読
、

 がきに同
おな

じおお がら

らして る。 も、だからが

主
ょゅ

に心
こころ

を向
 

んるが、ののお

お は取
が

りのぞらかる。」い

～2コリントい3:14,い16 

聖書
せいしょ

を本当
ほんとう

に正
ただ

しく理解
り か い

するためには、イエスさまに

助
たす

けてもらわなければなりません。私
わたし

たちは、イエ

スさまが理解
り か い

しているように聖書
せいしょ

を読
よ

む必要
ひつよう

があるの

です。 

じゃあ、イエスさまは神
かみ

さまについて私
わたし

たちに何
なに

を教
おし

えてくれたのでしょうか？ 
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ヨブ記
き

 という本
ほん

 には、洪水
こうずい

 の時
とき

 に何
なに

 が起
おこ

 ったのかを

理解
り か い

するためのヒントが書
か

かれています。 

 

あなたは、昔
 らょ

いの悪
わる

い 人
ひが

いたちが生
 

いきて た道
みち

いを

ののまま続
けく

いんるのら。のの人
ひが

いたちは、まだ若
わら

い 

うちにい暴
あば

いかた地面
じ め ん

いに、して 命
 のち

いをうばわか、

1. 神
かみ

さまは、危険
だ け ん

なことをしたこ

とがありますか？いいえ！ 

2. 神
かみ

さまは、暴 力
ぼうりょく

をふるったこ

とがありますか？ いいえ! 

3. 神
かみ

さまは、自分
じ ぶ ん

を愛
あい

さない人
ひと

を

傷
だず

つけたいですか？いいえ！ 

4. 神
かみ

さまは、私たちを救
すく

い、いや

し、回復
かいふく

させたいですか？ 

 はい！ 
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洪水
こうず 

いの流
なが

いかにのまかてょました。彼
らか

いなは神
らみ

いさま

に向
 

いらして「 私
わたょ

いたちらな離
はな

いかてだださ 。

全能
ぜんのう

いの神
らみ

いが、 私
わたょ

いたちに何
なに

いが きるが うの 

べら。」が言
 

した。～ヨブ記
き

い22:15–16 

 

洪水
こうずい

 の時
とき

 に生
い

 きていた人々
ひとびと

 は、神
かみ

 さまに向
む

 かって「わ

たしたちから離
はな

れてください！」 と言
い

いました。もし

本当
ほんとう

 に神
かみ

 さまが離
はな

 れてしまったらどうなると思
おも

 います

か？リモコンカーから 電池
で ん ち

 を取
と

 り出
だ

 したらどうなるか

を思
おも

 い出
だ

 してみましょう。 車
くるま

 はもう動
うご

 かなくなりま

す。神
かみ

 さまは、その電池
で ん ち

 みたいなものなのです。神
かみ

 さ

まが離
はな

 れてしまうと、 私
わたし

 たちはうまく生
い

 きられなく

なります！人々
ひとびと

 が神
かみ

 さまを遠
とお

 ざけてしまったので、神
かみ

さまは悲
かな

 しそうにこう言
い

 いました。「わたしの霊
れい

（ 命
いのち

 を与
あた

 えるもの）は、 いつまでも人間
にんげん

 と共
とも

 にいる

わけではない。」 （創世記
そうせいき

6:3） 

でも、もし神
かみ

 さまがいなくなったら、うまく動
うご

 かなく

なるのは人間
にんげん

 だけじゃないのです。神
かみ

 さまがいなくな
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ったら、木
き

 や草
くさ

 は元気
げ ん き

 をなくしてかれてしまいます。 

太陽
たいよう

 は 光
ひかり

 を出
だ

 せなくなります。地球
ちきゅう

 の水
みず

 はあるべき

場所
ば し ょ

 にいられなくなります。そして地球
ちきゅう

 はとても暴
あば

 れ

出
だ

 して、人間
にんげん

 をこわすのを止
と

 められるものは何
なに

 もなく

なってしまうのです。 

聖書
せいしょ

 は、神
かみ

 さまは「海
うみ

 に境界
きょうかい

 を決
き

 めて、 海
うみ

 の水
みず

 が神
かみ

さまの言葉
こ と ば

にさからわないようにした」 と教
おし

えていま

す。（箴言
しんげん

 8:2 ）神
かみ

さまの言葉
こ と ば

があるから、 海
うみ

や川
かわ

の

水
みず

は、 ちゃんと決
き

められた場所
ば し ょ

にあるのです。でも、

もし神
かみ

 さまがいなくなったら、神
かみ

 さまの言葉
こ と ば

 は水
みず

 をお

さえられません。そうすると、水
みず

 はあふれ出
だ

 して、 

地球
ちきゅう

 をおおうほどの大
おお

 きな洪水
こうずい

 になってしまうでしょ

う。 
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これが、神
かみ

さまが 「わたしは洪水
こうずい

で

人々
ひとびと

をこわしてしまうだろう」と言
い

っ

た時
とき

の本当
ほんとう

の意味
い み

です。神
かみ

さまはこう

言
い

いました。「もし私
わたし

がいなくなっ

たら、私
わたし

の言葉
こ と ば

はもう水
みず

をおさえて

おけない。そうしたら、水
みず

があふれて

しまって、人々
ひとびと

はみんな流
なが

されてしまうんだ。」神
かみ

さ

まの霊
れい

（命
いのち

を与
あた

えるもの）は、ノアを通
とお

して人々
ひとびと

に 

「どうか神
かみ

さまを遠
とお

ざけないでください」と一生
いっしょう

け

んめいに語
かた

りかけていました。でも、神
かみ

さまが洪水
こうずい

の

ことを話
はな

せば話
はな

すほど、人々
ひとびと

はますます怒
おこ

ってしま

い、神
かみ

さまに「もうやめてほしい」と思
おも

うようになっ

たのです。 
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人々
ひとびと

は、洪水
こうずい

が来
く

るなんてばかげていると思
おも

い、ノア

を笑
わら

いました。そして、洪水
こうずい

が来
く

るという話
はなし

を信
しん

じ

なかったので、神
かみ

さまに「もう、私
わたし

たちから離
はな

れて

ください。ほっといてください！」 と言
い

ったので

す。 

でも、人間
にんげん

 の 私
わたし

 たちがどうやって神
かみ

 さまを遠
おん

 ざける

ことができるのでしょうか。神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちをと

ても愛
あい

 しているから、 私
わたし

 たちが望
のぞ

 むものをくれます。

神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちに愛
あい

 させようとしません。もし

本当
ほんとう

 に神
かみ

 さまにいなくなって欲
ほ

 しいと思
おも

 って、一人
ひ と り

 に

して欲
ほ

 しいと願
ねが

 ったら、そうしてくれます。でも、そ

れは神
かみ

 さまを悲
かな

 しませてしまします。なぜなら、もし

ほっといて！ 
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神
かみ

 さまがいなくなってしまったら、 私
わたし

 たちは生
い

 きて

いくことができなくなることを知
し

 っているからです。

神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちを生
い

 かしてくれている電池
で ん ち

 のよう

なものだからです。 

さっき、神
かみ

 さまの言葉
こ と ば

 が世界
せ か い

 のすべてを支
ささ

 えていると

学
まな

 びました。そして、イエスさまは、神
かみ

 さまが 私
わたし

 た

ちに与
あた

 えた 薬
くすり

 みたいだという 話
はなし

 もしました。聖書
せいしょ

 に

は、イエスさまにはもう一
ひと

 つの名前
な ま え

 があると教
おし

 えてい

ます。その名前
な ま え

 は「神
かみ

 の言葉
こ と ば

 」です（ヨハネの黙示録
もくしろく

 

9 :93）。ヨハネはこう言
い

 っています。「この言葉
こ と ば

 」

（イエスさま）は、 「はじめから神
かみ

さまといっしょに

あった。」そして、この言葉
こ と ば

 （イエスさま）によって 

「すべてのものが作
つく

られた。」 （ヨハネ 9:9–3） 

すごい！ イエスさまは、父
ちち

 の神
かみ

 さまからもらった 力
ちから

で、 すべてのものを作
つく

ったのです。そして、ずっと今
いま

まで、 イエスさまが世界
せ か い

をまとめて支
ささ

えてくれたので

す。パウロはこう言
い

 っています。イエスさまは、「そ

の 力
ちから

 の言葉
こ と ば

 によって すべてのものを支
ささ

 えている。」 
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（ヘブル人
じん

への手紙
て が み

 9:3） 
 

人々
ひとびと

 が神
かみ

 さまに「もう離
はな

 れてください」と言
い

 ったのは、 

すべてを支
ささ

 えているのは神
かみ

 さまの言葉
こ と ば

 だということを

信
しん

 じなかったからです。神
かみ

 さまの言葉
こ と ば

 を受
う

 け入
い

 れない

ということは、その言葉
こ と ば

 であるイエスさまを受
う

 け入
い

 れ

ないのと同
おな

 じことでした。ノアだけが、これを分
わ

 かっ

ていました。神
かみ

 さまが罪
つみ

 の 心
こころ

 を持
も

 つ人間
にんげん

 を見
み

 たとき、

ノアの家族
か ぞ く

 だけは神
かみ

 さまの恵
めぐ

 みを見
み

 て、信
しん

 じて、受
う

 け

入
い

 れました。でも、他
ほか

 の人
ひと

 たちはだれも 神
かみ

 さまの恵
めぐ

みを受
う

 け入
い

 れませんでした。（創世記
そうせいき

  6:8）そして、

イエスさまをつかまえて十字架
じゅうじか

 にかけた人
ひと

 たちと同
おな

 じ

ように、洪水
こうずい

 の時代
じ だ い

 に生
い

 きていた人々
ひとびと

 もイエスさまが

助
たす

 けようとしているのに自分
じ ぶ ん

 たちでそれを止
と

 めてしま

ったのです。 
 

人々
ひとびと

 は、イエスさまの 頭
あたま

 にいばらの 冠
かんむり

 をかぶせた

だけでなく、イエスさまの手
て

 と足
あし

 を十字架
じゅうじか

 にくをで打
う

ちつけました。  
 



 68 

どうして神
かみ

さまは、人間
にんげん

が

イエスさまの手
て

を十字架
じゅうじか

に

打
だ

ちつけることをゆるした

のでしょうか？聖書
せいしょ

では

「手
て

」という言葉
こ と ば

は、私
わたし

た

ちがどのように行動
こうどう

するかを表
あらわ

しています。（詩篇
し へ ん

 

92:4、箴言
しんげん

 31:31、イザヤ 59:6） 
 

イエスさまの手
て

 を十字架
じゅうじか

 に打
う

 ちつけたことは、 私
わたし

 た

ち人間
にんげん

 が、イエスさまのやさしくて 思
おも

 いやりのある

行
おこな

 いをきらう 心
こころ

 を持
も

 っていたことを 表
あらわ

 しています。

それは、イエスさまの 私
わたし

 たちへの助
たす

 けを止
と

 めさせよ

うとする行
おこな

いでした。 

イエスさまはこう言
い

 いました。「あなたたちの 光
ひかり

 を

人々
ひとびと

 の前
まえ

 でかがやかせなさい。そうすれば、人々
ひとびと

 はあ

なたたちの良
よ

 い 行
おこな

 いを見
み

 て、天
てん

 にいるあなたたちの

父
ちち

をほめるようになる。」 （マタイ 5:96） 
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どうして神
かみ

さまは、人間
にんげん

がイエスさまの足
あし

を

十字架
じゅうじか

に打
だ

ちつけること

をゆるしたのでしょう

か？ 

聖書
せいしょ

では「足
あし

」という言葉
こ と ば

は、私
わたし

たちがどのように

生
い

きるかを表
あらわ

しています。（詩篇
し へ ん

 56:13、ハバクク 

3:19） 

 

イエスさまの足
あし

 を十字架
じゅうじか

 に打
う

 ちつけたことは、 私
わたし

 た

ち人間
にんげん

 が、神
かみ

 さまである父
ちち

 に電池
で ん ち

 のように 命
いのち

 を支
ささ

 え

てもらって生
い

 きるというイエスさまの生
い

 き方
かた

 をきらっ

ていることを 表
あらわ

 しています。神
かみ

 さまは、神
かみ

 さまの恵
めぐ

みを受
う

 け入
い

 れて、神
かみ

 さまの歩
あゆ

 みに 従
したが

 ってほしいと願
ねが

っていました。でも、 私
わたし

 たちは、それを無視
む し

 しまし

た。イエスさまの友
とも

 だちのペテロはこう書
か

 いています。

「神
かみ

 さまは、あなたたちが良
よ

 いことをするために呼
よ

 ん

た。たとえ苦
くる

しみがあっても、 キリストがあなたがた

のために苦
くる

しんでくれたように 歩
あゆ

みなさい。キリスト
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はあなたの手本
て ほ ん

 であり、あなたはその歩
あゆ

 みをたどらな

ければならない。キリストは罪
つみ

 を犯
おか

 したことがなく、 

だれにもうそをつかなかった。ひどいことをされても

やり返
かえ

 さず、苦
くる

 しんでも、仕返
し か え

 しすると言
い

 わなかっ

た。」 （9 ペテロ 2:29–23） 
 

イエスさまの手
て

 と足
あし

 が十字架
じゅうじか

 に打
う

 ちつけられたことを

思
おも

 うと、とても悲
かな

 しい気持
き も

 ちになりませんか？ 私
わたし

 も

同
おな

 じ気持
き も

 ちです。 私
わたし

 の願
ねが

 いは、神
かみ

 さまの 心
こころ

 について

どれだけ大
おお

 きな誤解
ご か い

 をしていて、イエスさまを十字架
じゅうじか

にかけたことが大
おお

 きな間違
ま ち が

 いだったことを神
かみ

 さまに教
おし

えてもらい、それに気
き

 づくことです。その間違
ま ち が

 いに気
き

づいて、本当
ほんとう

は神
かみ

さまが どれほどわたしたちを大切
たいせつ

に

思
おも

 っていて、どれほど愛
あい

 してくれているか、そして、

神
かみ

 さまは 私
わたし

 たちが安全
あんぜん

 に神
かみ

 と神
かみ

 の道
みち

 に戻
もど

 ることをど

れほど望
のぞ

 んでいるかを知
し

 ると、 私
わたし

 たちは変
か

 わりたい

と思
おも

 うようになります。そして、神
かみ

 さまの律法
りつほう

 が 私
わたし

たちの 心
こころ

 と 考
かんが

 えの中
なか

 にしっかり書
か

 きしるされるよう

になるのです。そのとき、私
わたし

たちは イエスさまの姿
すがた
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を映
うつ

 すかがみみたいになるでしょう。イエスさまのよ

うに 考
かんが

 え、 働
はたら

 き、歩
あゆ

 み、 愛
あい

 するようになるのです。 

私
わたし

 たちは、世界
せ か い

 のすべてを、あるべき場所
ば し ょ

 に置
お

 いて

くれているのはイエスさまだということを忘
わす

 れてはい

けません。でも、洪水
こうずい

 の少
すこ

 し前
まえ

 に生
い

 きていた人
ひと

 たちは、 

この大切
たいせつ

なことを忘
わす

れてしまいました。 
 

人々
ひがびが

いは、 神
らみ

いさまの言葉
こ が ば

い（イエスさま がい天
てん

いが

地
ち

いを水
みず

いの中
なら

いらな 形
らたち

いくだなかたが うこがを、

自
みず

いらな忘
わべ

いかてょました。のょて、のの水
みず

いに、し

て地球
ちきゅう

いが洪水
こうず 

い こわさかてょましたこがも忘
わべ

いか

てょました。のょて今
 ま

いも変
ら

いわなず神
らみ

いさまの言葉
こ が ば

（イエスさま がい天
てん

いが地
ち

いをょしらり支
ささ

いえて 

る。～2ペテロい3:5–7 
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ある日
ひ

 、イエス

さまと弟子
で し

 たち

は船
ふね

 に乗
の

 ってい

ま し た 。 す る

と、ものすごい

嵐
あらし

 が や っ て き

て、 弟子
で し

たちは「船
ふね

が沈
しず

んでしまう」と、とても心配
しんぱい

していました。イエスさまを探
さが

 すと、なんとイエスさ

まは眠
ねむ

 っていたのです。弟子
で し

 たちはイエス
い え す

 さまを起
お

 こ

して、「助
たす

 けてください」とお願
ねが

 いしました。「する

とイエスさまは立
た

ち上
あ

がり、 風
かぜ

に向
む

かって「止
や

みなさ

い。」命
めい

 じた。そして海
うみ

 に向
む

 かって「静
しず

 まりなさい。」

言
い

 った。 すると風
かぜ

 はピタッと止
や

 み、 海
うみ

 はとても静
しず

 か

になった。 （マルコ 4:3 ） 

もしあの時
とき

 の人々
ひとびと

 が、神
かみ

 さまの言葉
こ と ば

 （イエスさま）を

信
しん

 じていたなら、地面
じ め ん

 も海
うみ

 も静
しず

 かになって、洪水
こうずい

 は起
お

こらなかったでしょう。 

神
かみ

 さまを遠
とお

 ざけてしまったことが、洪水
こうずい

 が起
お

 こる原因
げんいん
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でした。洪水
こうずい

 そのものが人々
ひとびと

 をこわしてしまったので

す。 イエスさまは、ある人々
ひとびと

 に洪水
こうずい

 の 話
はなし

 をしたとき、 

「洪水
こうずい

 が来
き

 て、みんなを滅
ほろ

 ぼした」と言
い

 いました。

（ルカ 97:27）イエスさまは、神
かみ

 さまが人々
ひとびと

 をこわし

たとは ひと言
こと

も言
い

っていません。イエスさまが言
い

った

のは、「洪水
こうずい

 が」人々
ひとびと

 をこわしたということだけでし

た。そして覚
おぼ

 えておきましょう。イエスさまは「神
かみ

 の

言葉
こ と ば

 」そのものであって、こう言
い

 っています。「 私
わたし

は自分
じ ぶ ん

 からは何
なに

 もしない。父
ちち

 が教
おし

 えてくれたことだけ

を話
はな

す。」（ヨハネ 8:28） 

神
かみ

 さまが人々
ひとびと

 に言
い

 った、こわすの意味
い み

 は、人々
ひとびと

 が神
かみ

 さ

まを押
お

 しのけてしまったので、神
かみ

 さまは洪水
こうずい

 が人々
ひとびと

 を

こわすことをゆるすとか、認
みと

 めるという意味
い み

 でした。

人々
ひとびと

は神
かみ

さまの助
たす

けを必要
ひつよう

としませんでした。 神
かみ

さま

は、人々
ひとびと

 を愛
あい

 していたため、とても悲
かな

 しい気持
き も

 ちでそ

のまま選
えら

ばせることにしたのです。 

エジプトの災
わざわ

いと神
かみ

さまの心
こころ

 

次
つを

 に、神
かみ

 さまがいじわるをしたように見
み

 えるお 話
はなし

 を
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見
み

 ていきましょう。神
かみ

 さまは、イスラエルという人
ひと

 た

ちといっしょにすばらしいことをしようとしていまし

た。でもイスラエルの人
ひと

 たちは、エジプトという国
くに

 の

人
ひと

たちに奴隷
ど れ い

にされてしまったのです。 

 エジプトの人
ひと

 たち

は、 イスラエルの人
ひと

たちに とてもつらい

仕事
し ご と

 をさせていまし

た。神
かみ

 さまは、イス

ラエルの人
ひと

 たちもエ

ジプトの人
ひと

たちも どちらも大切
たいせつ

に思
おも

っていました。だ

から、エジプトの人
ひと

 たちがイスラエルの人
ひと

 たちにいじ

わるするのを止
や

 めて欲
ほ

 しかったのです。続
つづ

 けていると、

洪水
こうずい

 の前
まえ

 の人々
ひとびと

 と同
おな

 じように、その悪
わる

 い 行
おこな

 いが国
くに

 に

災
わざわ

 いを起
お

 こすことになります。それを止
と

 めるために、

神
かみ

さまは モーセという人
ひと

をエジプトのリーダーのとこ

ろへ 送
おく

りました。 
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エジプトのリーダーをファラ

オと呼
よ

びます。モーセはファ

ラオに、「イスラエルの人
ひと

た

ちを自由
じ ゆ う

にしてあげてくださ

い」と伝
つた

えました。もし、イ

スラエルの人たちを自由
じ ゆ う

にさせないなら、神
かみ

さまは、

エジプトの国
くに

に 10 の災
わざわ

いを送
おく

るだろうとモーセは言
い

いました。 

えき 病
びょう

 というのは、本当
ほんとう

 にひどいもので、病気
びょうき

 が広
ひろ

がったり、ハエがたくさん出
で

 てきたり、 体
からだ

 に痛
いた

 いで

きものができたり、昼
ひる

 なのにまっ暗
あん

 になったりするよ

うなことです。でも、神
かみ

さまは本当
ほんとう

に エジプトの人
ひと

た

ちに 10 こも悪
わる

 いことをしようとしていたのでしょう

か？神
かみ

さまが悪
わる

いことをするのでしょうか？ 
 

災
わざわ

 いが起
お

 こるたびに、ファラオはモーセにこの 災
わざわ

 い

が止
と

 まるように神
かみ

 さまにお祈
いの

 りしてと頼
たの

 みました。そ

のたびに神
かみ

 さまは、その 災
わざわ

 いを止
と

 めて、エジプトの

人
ひと

 たちに親切
しんせつ

 にしました。でも、神
かみ

 さまが親切
しんせつ

 にする
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たびに、ファラオはいじわるになり、とても怒
おこ

 りっぽ

くなりました。イスラエルの人
ひと

 たちを自由
じ ゆ う

 にしたくな

かったのです。ファラオは、がんこになっていました。  
 

とうとう、10 こ目
め

 の 災
わざわ

 いが起
お

 こりました。神
かみ

 さまは

ファラオに、エジプトの家族
か ぞ く

 の長男
ちょうなん

 に とても大変
たいへん

 な

ことが起
お

 こると教
おし

 えました。長男
ちょうなん

 とは、家族
か ぞ く

 の中
なか

 で

一番年上
いちばんとしうえ

 のお兄
にい

 さんのことです。神
かみ

 さまはこう言
い

 いま

した。 

「のの夜
、る

い、 私
わたょ

いはエプトト
え じ ぷ が

いの国
だに

いを通
がお

いり、べてて

の家
 え

いの 長男
ちにうなん

いを打
う

いけ...」～ 出
ょゅけ

いエプトト記
き

い

12:12 

えっ！神
かみ

 さまは本当
ほんとう

 に、たくさんの 男
おとこ

 の子
こ

 たちを傷
きず

つけようとしているのでしょうか？ここでの神
かみ

 さまの

言葉
こ と ば

 をどう理解
り か い

 すればいいのでしょうか？この神
かみ

 さま

の言葉
こ と ば

 は 洪水
こうずい

 のお 話
はなし

 と同
おな

 じように理解
り か い

 することが

大切
たいせつ

 なのです。思
おも

 い出
だ

 してみましょう。神
かみ

 さまは洪水
こうずい

のとき、「人々
ひとびと

 を洪水
こうずい

 でこわす」と言
い

 ったけれど、

本当
ほんとう

 は、人々
ひとびと

 が神
かみ

 さまに 「離
はな

 れて。ほっといて。」 
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と言
い

ってしまったからなのです。 
 

では、この 10 こ目
め

の災
わざわ

いはどうでしょう。神
かみ

さまは

本当
ほんとう

 に、 男
おとこ

 の子
こ

 たちを傷
きず

 つけようとしていたのでし

ょうか。それとも、洪水
こうずい

のときと同
おな

じように、 悪
わる

いこ

とが起
き

 こるのをゆるすだけだったのでしょうか。そう

です。 神
かみ

さまは悪
わる

いことをするのではなく、悪
わる

いこと

が起
き

こるのをゆるすだけだったのです。 
 

でも神
かみ

 さまは、まずエジプト人
じん

 たちを含
ふく

 む全
すべ

 ての人
ひと

 に

安全
あんぜん

 になれる方法
ほうほう

 を教
おし

 えました。その方法
ほうほう

 とは、家
いえ

 の

入口
いりぐち

 に、子
こ

 ひつじの血
ち

 をまることでした。ちょっと変
か

わった方法
ほうほう

 に聞
き

 こえますね。まあ、それについては後
あと

でゆっくりお話
はな

 しましょう。まずは、神
かみ

 さまが人々
ひとびと

 に 

どんなことを言
い

ったのか読
よ

んでみましょう。 
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「私
わたょ

いがエプトトの

国
だに

いを通
がお

いるがき、家
 え

の入口
 りぐち

いの上
うえ

いが横
、こ

いに

ぬなかた血
ち

いを 見
み

て、のの家
 え

いを通
がお

いり

べぎる。のょて、うろぼべ者
もの

いがあなたたちの家
 え

に入
は 

いして、あなたを打
う

いけこがをゆるさな 、う

にべる。」い～出
ょゅけ

エプトト記
き

い12:23  

ここで、とても大事
だ い じ

 なことに気
き

 づきましたか？ 私
わたし

 は、

傷
きず

 つけたのは神
かみ

 さまではなく、ほろぼす者
もの

 と呼
よ

 ばれる

誰
だれ

 かだと気
き

 づきました。神
かみ

 さまは、家
いえ

 の入口
いりぐち

 に血
ち

 を見
み

たとき、ほろぼす者
もの

が中
なか

に入
はい

ることを ゆるさないと言
い

ったのです。 

ある人
ひと

 たちは、ほろぼす者
もの

 のことを「死
し

 の天使
て ん し

 」と呼
よ

びます。でも、この天使
て ん し

 は、神
かみ

 さまの良
よ

 い天使
て ん し

 だと思
おも

いますか？神
かみ

 さまの良
よ

 い天使
て ん し

 たちは、人
ひと

 を傷
きず

 つけるこ

とはしません。 

この天使
て ん し

 は、悪
わる

 い、悪
あく

 の天使
て ん し

 です。実
じつ

 は、聖書
せいしょ

 の詩篇
し へ ん
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という本
ほん

 には、エジプトの人
ひと

 たちに起
お

 こった 災
わざわ

 いを

引
ひ

き起
お

こしていたのは 悪
わる

い天使
て ん し

たちだったと書
か

かれて

います。 

...神
らみ

いさまはエプトト ょるょをょた...水
みず

いを血
ち

に変
ら

いえた...ハエ カエルが出
 

いてきて人々
ひがびが

いをこ

まなてた...イナゴ
 な ご

いが作物
さだもけ

いを食
た

いてけだょた...ぶ

どうの木
き

い 他
うら

いの木々
き ぎ

いがひにう らかた...神
らみ

いさ

まは、悪
わる

い 天使
て ん ょ

いたちを送
おだ

いして、怒
 ら

いりを 表
あなわ

いょた。い

～詩篇
ょ へ ん

い78:43–49 

もう一度
い ち ど

 おさらいしましょう。このたくさんの 災
わざわ

 い

は、悪
わる

 い天使
て ん し

 たちが引
ひ

 き起
お

 こしたものだったのです。

悪
わる

 い天使
て ん し

 は、良
よ

 い天使
て ん し

 とは違
ちが

 います。良
よ

 いと悪
わる

 いは、

まったく反対
はんたい

のものです。 

あるお休みの日、イエスさまは人々
ひとびと

 に良
よ

 いことと悪
わる

 い

ことの違
ちが

 いを教
おし

 えました。イエスさまはこう言
い

 いまし

た。「安息日
あんそくび

 に、 良
よ

 いことをするべきでしょうか。 

それとも悪
わる

 いことをするべきでしょうか。 人
ひと

 の 命
いのち

 を
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助
たす

けるべきでしょうか。 それともうばうべきでしょう

か。」 （ルカ 6: ） 

イエスさまがこの 話
はなし

 をしたとき、良
よ

 いことをすると

いうのは 「人
ひと

 の 命
いのち

 を助
たす

 けること」。そして、悪
わる

 いこ

とをするというのは、人
ひと

 の 命
いのち

 を「うばう」ことだと

教
おし

 えました。神
かみ

 さまは、絶対
ぜったい

 に悪
わる

 いことをしないから、

私
わたし

 たちは、神
かみ

 さまが人
ひと

 をこわすようなことを 絶対
ぜったい

 に

しないと 信
しん

じていいのです。人
ひと

をこわすのは、神
かみ

さま

の良
よ

い天使
て ん し

ではありません。 それは、悪
わる

い天使
て ん し

たちで、

彼
かれ

ら はほろぼす者
もの

の仲間
な か ま

なのです。では、このほろぼ

す者
もの

とは いったい誰
だれ

のことなのでしょうか。 
  

気
き

をけんて！ あなたの敵
てき

、悪魔
あ だ ま

は、 うえるラ

イオンの、うに、 だからをうろぼのうがょて 

うろうろ歩
ある

きまわして る。～1ペテロ 5:8 
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悪魔
あ く ま

は、もともとは神
かみ

さまの良
よ

い天使
て ん し

でした。でも、だんだん

自分
じ ぶ ん

のことばかり考
こう

えるように

なってしまったのです「悪魔
あ く ま

」

という名前
な ま え

には、うそつきとい

う意味
い み

があります。悪魔
あ く ま

は、神
かみ

さまや神
かみ

の子
こ

イエスさまのうそ

を言
い

うことが大好
だ い す

きです。悪魔
あ く ま

は、神
かみ

さまやイエスさ

まをわがままだとうそをつきます。悪魔
あ く ま

はいつも、人
ひと

を傷
きず

つけようとしています。エジプトで人々
ひとびと

を傷
きず

つけ

たほろぼす者
もの

は、この悪魔
あ く ま

だったのです！ 

でも、さっき読
よ

 んだ詩篇
し へ ん

 で、神
かみ

 さまがエジプト人
じん

 に

「怒
いか

 りを 表
あらわ

 した」とは どういう意味
い み

 だったのでしょ

うか？神
かみ

 さまは、どうやって怒
いか

 りを 表
あらわ

 すと思
おも

 います

か？ 私
わたし

 たちと同
おな

 じように怒
おこ

 ると思
おも

 いますか？違
ちが

 いま

す。 私
わたし

 たちは、イエスさまの助
たす

 けがないと、怒
おこ

 った

ときに ひどい言
い

い方
かた

をしたり、人
ひと

を傷
きず

つけたりしてし

まいます。イエスさまの兄弟
きょうだい

 のヤコブは 怒
いか

 りについ
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てこう書
か

きました。「人間
にんげん

の怒
いか

りは、 神
かみ

さまのやさし

くて愛
あい

 にあふれた 心
こころ

 を 表
あらわ

 すことはできません。」 

（ヤコブ 1:20） 

 

私
わたし

たちの罪深
つみぶか

い怒
いか

りは、人
ひと

を傷
きず

つ

けたり、自分自身
じ ぶ ん じ し ん

を傷
きず

つけたりして

しまいます。でも神
かみ

さまの怒
いか

りは、

それとは違
ちが

います。神
かみ

さまの怒
いか

り

は、神
かみ

さまが離
はな

れなけれなならなく

なって、ほろぼす者
もの

（悪魔
あ く ま

）が人
ひと

を

傷
きず

つけることをゆるしたり、人間
にんげん

が 

自分
じ ぶ ん

で自分
じ ぶ ん

を傷
きず

つけてしまうことをゆるしたりするこ

とで、とても悲
かな

しい気
き

もちになることです。神
かみ

さまの

怒
いか

りと人間
にんげん

の怒
いか

りの違
ちが

いが分
わ

かりますか？ 

では、神
かみ

 さまがどのように怒
いか

 りを 表
あらわ

 すか、いくつか

の例
れい

 を見
み

 てみましょう。神
かみ

 さまがモーセにエジプトへ

行
い

 って、人々
ひとびと

 に話
はな

 すように言
い

 ったときのことです。モ
も

ーセ
せ

 は言
い

 いました。「 私
わたし

 は話
はな

 すのが得意
と く い

 ではありま

これは神の怒り方

じゃないよ！ 
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せん。」（ 出
しゅつ

 エジプト記
き

  4:90）すると、神
かみ

 さまは答
こた

えました。「あなたが話
はな

 すとき、 私
わたし

 があなたといっ

しょにいて、 言
い

 うべき言葉
こ と ば

 を教
おし

 えてあげます。」

（ 出
しゅつ

 エジプト記
き

 4:99）でもモーセは、 まだ神
かみ

 さまを

十分
じゅうぶん

 に信
しん

 じられず、もう一度
い ち ど

 お願
ねが

 いしました。「主
しゅ

よ、どうか他
ほか

 の人
ひと

 を送
おく

 ってください。」 （ 出
しゅつ

 エジプ

ト記
き

 4:93）このあとに書
か

 かれていることに 注目
ちゅうもく

 しま

しょう。 

主
ょゅ

いは、モーセに怒
おこ

いして言
 

い まょた。あなたの兄
あに

のアロンはどうだ...彼
らか

いは話
はな

いべこがが得意
が だ  

いなの

を私
わたょ

いは知
ょ

いして る...アロンが、あなたの代
ら

いわ

りに人々
ひがびが

いに話
はな

いべだろう...あなたたちが話
はな

いべが

き、私
わたょ

いは しょにに て、何
なに

いをべかば、 ら

教
おょ

える。」～出
ょゅけ

エプトト記
き

い4:14–16 

神
かみ

 さまがどんなふうに怒
おこ

 ったか見
み

 たことがありますか。

神
かみ

 さまは、どなったり、物
もの

 を投
な

 げたり、けったりする

ような怒
おこ

 り方
かた

 はしませんでした。モーセを傷
きず

 つけたい

とは全然思
ぜんぜんおも

 いませんでした。神
かみ

 さまがしたことは、モ
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ーセが「他
た

 の人
ひと

 を送
おく

 ってください」という願
ねが

 いをかな

えてあげたことでした。 

聖書
せいしょ

 には、ダビデ王
おう

 のお 話
はなし

 が出
で

 てきます。あるとき

ダビデ王
おう

 は、「自分
じ ぶ ん

 の国
くに

 にはどれくらいの兵士
へ い し

 がいる

のだろう。たくさんいれば、大
おお

 きな 戦
たたか

 いにも勝
か

 てる

かもしれない」 と思
おも

って、人々
ひとびと

の数
かず

を数
かぞ

えようとしま

した。でも神
かみ

 さまは、ダビデにそれをして欲
ほ

 しくあり

ませんでした。神
かみ

 さまは、ダビデが兵士
へ い し

 の数
かず

 ではなく、

神
かみ

 さまを信
しん

 じて欲
ほ

 しかったのです。神
かみ

 さまは、自分
じ ぶ ん

 の

人々
ひとびと

 が他
ほか

 の人
ひと

 と 戦
たたか

 って欲
ほ

 しくありません。この場面
ば め ん

で聖書
せいしょ

が何
なに

と言
い

っているのか 続
つづ

けて読
よ

んでみましょう。 

主
ょゅ

は再
れたた

びイスラエルの人々
ひがびが

に怒
おこ

り、い主
ょゅ

は、ダ

ビデがイスラエルがユダの人々
ひがびが

を数
らぞ

えるのは良
、

 こがだが思
おも

わてた。～いサムエル
さ  え る

記下い24:1 

これは、神
かみ

 さまが怒
おこ

 って、ダビデに人々
ひとびと

 を数
かぞ

 えさせた

と言
い

 っています。でも、ちょっと待
ま

 って。神
かみ

 さまは、

ダビデにして欲
ほ

 しくなかったのです。ではなぜ、神
かみ

 さ
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まが数
かぞ

 えさせたと書
か

 かれているのでしょうか？神
かみ

 さま

は、怒
おこ

 ったとき人
ひと

 にむりやり何
なに

 かをさせることを本当
ほんとう

にするのでしょうか？これをもっとよく理解
り か い

 するため

に、聖書
せいしょ

 の別
べつ

 の部分
ぶ ぶ ん

 を見
み

 てみましょう。そこでは、少
すこ

し違
ちが

 う言
い

 い方
かた

 で書
か

 かれていて、もっと分
わ

 かりやすくな

っています。 

サタンは、ダビデにイスラエルがユダの人
ひが

たち

を数
らぞ

えるのは良
、

 こがだが思
おも

 込
こ

まてて、イス

ラエルの人
ひが

たちに問題
もんだ 

を起
お

こべこがにょた。 

～歴代誌
かきだ ょ

い第一
だ  ち

い21:1 

何
なん

 が起
お

 こっているか分
わ

 かりましたか。ここでは、ダビ

デに人々
ひとびと

 を数
かぞ

 えようと思
おも

 わせたのは神
かみ

 さまではなく、

サタンだったと書
か

 かれています。「サタン」という

名前
な ま え

 には 「敵
てき

 」 という意味
い み

 があります。サタンは、

悪魔
あ く ま

 のもう一
ひと

 つの名前
な ま え

 です。サタンは、うそをつく敵
てき

なのです。イエスさまは、この悪魔
あ く ま

 （サタン）につい

てこう言
い

いました。「彼
かれ

は初
はじ

めから人殺
ひとごろ

しで、 真理
し ん り

の

中
なか

に立
た

つ者
もの

ではない。彼
かれ

がうそをつくとき、 それは彼
かれ
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の本音
ほ ん ね

からくる。 彼
かれ

はうそつきで、すべてのうその作
つく

り主
まし

だからだ。」 （ヨハネ 8:44） 

サタンがダビデに神
かみ

 さまを信
しん

 じないようにさせていた

のです。だから、ダビデは、サタンのやり方
かた

 を選
えら

 んだ

のです。そのとき神
かみ

 さまは、とても悲
かな

 しみながら離
はな

 れ

て、サタンがダビデを間違
ま ち が

 った道
みち

 へさそい続
つづ

 けること

をゆるしたのです。これが、人
ひと

 が危険
き け ん

 な道
みち

 を選
えら

 んでし

まったときの、神
かみ

 さまの怒
いか

 りの 表
あらわ

 し方
かた

 なのです。で

も、神
かみ

 さまとイエスさまを信
しん

 じる方
ほう

 がずっといいと思
おも

いませんか？彼
かれ

 らはいつもあなたを守
まも

 ってくれますよ。 

 

「私
わたょ

は、あなたたちのために立
た

てて

 る計画
ん らだ

を 、だ知
ょ

して る」が主
ょゅ

は

言
 

う。「のかは平和
へ  わ

の計画
ん らだ

 、 災
わざわ

 

を与
あた

えるもの はな 。 あなたたち

に希望
き ぼ う

が未来
み な  

を与
あた

えるための計画
ん らだ

 あ

る。」 ～エレミヤ 29:11 
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毒
どく

ヘビ
へ び

と神
かみ

さまの心
こころ

 

サタンがエジプトの人
ひと

たちを攻撃
こうげき

した ほろぼす者
もの

だっ

たことをもっとよく知
し

 るために、聖書
せいしょ

 に出
で

 てくる毒
どく

 ヘ

ビのお話
はなし

を読
よ

んでみましょう。 

このお 話
はなし

 は、イスラエルの人
ひと

 たちが ちょうどエジプ

トを出
で

 て、とても広
ひろ

 い荒野
こ う や

 を 歩
ある

 いているときのお 話
はなし

です。人々
ひとびと

 は、モーセや神
かみ

 さまに文句
も ん く

 を言
い

 いはじめま

した。「なぜ 私
わたし

 たちをこんなところに連
つ

 れてきたの

ですか。 食
た

べ物
もの

も水
みず

もありません。ここに連
つ

れてきた

のは 私
わたし

 たちを死
し

 なせるためですか 。」 （ 出
しゅつ

 エジプ

ト記
き

 97:3） 

イスラエルの人
ひと

 たちは、神
かみ

 さまは、悪
わる

 いことをしたら

罰
ばつ

として人
ひと

を傷
きず

つけると思
おも

っていました。神
かみ

さまが エ

ジプトの人
ひと

たちが信
しん

じていた にせの神々
かみがみ

と同
おな

じように

行動
こうどう

 すると信
しん

 じていました。でも、神
かみ

 さまはそんなふ

うには決
けっ

 して行動
こうどう

 しません。神
かみ

 さまは、人
ひと

 を傷
きず

 つけた
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いと思
おも

 ったことは一度
い ち ど

 もありません。神
かみ

 さまは、いつ

でも 私
わたし

 たちを守
まも

 りたいと思
おも

 っています。でも、やっ

ぱり、聖書
せいしょ

 の中
なか

 には理解
り か い

 しにくいことも書
か

 かれていま

す。 

 

べるが主
ょゅ

は、毒
どだ

ヘビ

を人々
ひがびが

のがころに送
おだ

した。ヘビ
へ び

は人々
ひがびが

に

らみけき、多
おお

だの人
ひが

が死
ょ

んだ。～民数記
みんべうき

い21:6 

 

本当
ほんとう

 に、神
かみ

 さまがとても怒
おこ

 って、たくさんの毒
どく

 ヘビを

集
あつ

 めて人々
ひとびと

 を攻撃
こうげき

 したと思
おも

 いますか？ 私
わたし

 も、そうは

思
おも

 いません。では、ここでいったい何
なに

 が起
お

 きていたの

でしょうか？ 

聖書
せいしょ

 の別
べつ

 の部分
ぶ ぶ ん

 では、毒
どく

 ヘビたちはもともとそこに住
す

んでいて、神
かみ

さまがずっと人々
ひとびと

を守
まも

っていた と書
か

かれ

ています。 

あなたたちは、らけてエプトト 奴隷
ど か  

いだしたこ
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が、のょて、あなたたちを自由
じ ゆ う

いにょてだかたの

は主
ょゅ

いだが うこがをい忘
わべ

いかては んな 。毒
どだ

いヘ

ビ サソリが住
べ

い い あの大
おお

いきだてこわ 荒野
こ う  

い 、

主
ょゅ

いは、どう してあなたたちを導
みちび

い てだかた

らを思
おも

 出
だ

ょて、、、。～申命記
ょんめ き

い8:14–15 

人々
ひとびと

 は文句
も ん く

 を言
い

 い続
つづ

 けました。その結果
け っ か

 、神
かみ

 さまを遠
とお

ざけてしまったのです。 私
わたし

 たちが、ほっといてくだ

さいと 神
かみ

さまを遠
とお

ざけてしまうと、どうなるか覚
おぼ

えて

いますか？そう、悪
わる

 いことしか起
お

 こらないのです。神
かみ

さまのきまりは、大
おお

 きなかべ のように 人々
ひとびと

 を危険
き け ん

 か

ら守
まも

 っていました。でも人々
ひとびと

 はそのかべをこわしてし

まいました。かべがこわれると、毒
どく

 ヘビから守
まも

 られな

くなることに気
き

づいていませんでした。 

人
ひが

をわなにらん、うがょて穴
あな

をうるが、自分
じ ぶ ん

が

のの穴
あな

に落
お

ちる。守
まも

りのらて（神
らみ

さまの法
うう

 を

こわべが、ヘビにらまかるだろう。～伝道者
 んどうょゃ

の

書
ょに

い10:8 
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だからもう一度言
い ち ど い

うと、聖書
せいしょ

の中
なか

で 神
かみ

さまが悪
わる

いこと

を「した」とか 「送
おく

 った」と書
か

 かれているときは、

本当
ほんとう

 は 神
かみ

 さまがそれをゆるしたと 理解
り か い

 しなければい

けません。パウロも、この 話
はなし

 について書
か

 いています。

何
なん

と書
か

いたか注意
ちゅうい

して見
み

てみましょう。 

のょて、キリストをためのうがょては んな

 。あのがきの人
ひが

たちが、のうょて毒
どだ

ヘビにら

まかた、うに。また、文句
も ん だ

ばらり言
 

しては ん

な 。あの人
ひが

たちの、うに文句
も ん だ

を言
 

 続
けく

んる

が、うろぼべ天使
て ん ょ

に殺
ころ

さかる。～1コリントい

10:9–10 

またここにも、ほろぼす天使
て ん し

 が出
で

 てきます。この天使
て ん し

は、いつも人々
ひとびと

 にたくさんの問題
もんだい

 を起
お

 こそうとします。

聖書
せいしょ

 の別
べつ

 のところには、このほろぼす天使
て ん し

 は、毒
どく

 ヘビ

のように人
ひと

 を傷
きず

 つけようとする悪魔
あ く ま

 のことだと書
か

 かれ

ています。そして 私
わたし

 たちが学
まな

 んできたようにサタン

とも呼
よ

ばれています。 
 

  ...のう、あの古
れる

い ヘビが、のの仲間
な ら ま

いの天使
て ん ょ

いた
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ちは 天
てん

いらな追
お

い 出
だ

いさかたのだ！地上
ちじにう

いの人々
ひがびが

いを

だまべあの毒
どだ

いヘビは、 悪魔
あ だ ま

い  サタン が呼
、

いばか

て る。 ～黙示録
もだょろだ

 12:9 
 

神
かみ

 さまは、サタンがエジプトの人
ひと

 たちを破壊
は か い

 したり苦
くる

しめたり、また、ダビデに人々
ひとびと

 を数
かぞ

 えさせたときも、

神
かみ

 さまはゆるしました。同
おな

 じようにサタンが毒
どく

 ヘビで

人々
ひとびと

 を滅
ほろ

 ぼすこともゆるしました。でも、どうして神
かみ

さまはそんなことをするのでしょうか？それは、 私
わたし

たちが自分勝手
じ ぶ ん か っ て

 な生
い

 き方
かた

 を選
えら

 ぶとどうなるのかを教
おし

 え

るためです。そして、もうこのままではいけない、変
か

わりたいと 私
わたし

 たちが気
き

 づいたとき、神
かみ

 さまの助
たす

 けを

求
もと

める心
こころ

の準備
じゅんび

ができるのです。   
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人々
ひとびと

は、神
かみ

さまがずっと自分
じ ぶ ん

たちを守
まも

っ

ていたことに やっと気
き

づき、神
かみ

さまに助
たす

けを求
もと

めてお祈
いの

りしました。すると神
かみ

さ

まはモーセに言
い

いました。「銅
どう

でヘビを

作
つく

り、高
たか

い棒
ぼう

の上
うえ

にかけなさい。」 

そして神
かみ

さまは人々
ひとびと

に言
い

いました。「そ

の銅
どう

のヘビを見
み

た人
ひと

は、いやされるよう

になる。」本当
ほんとう

にそのとおりでした。 

銅
どう

のヘビ
へ び

を見
み

た人
ひと

は、みんないやされたのです。 

 
  

イエスさまが地上
ちじょう

にいたとき、ニコデモという男
おとこ

の

人
ひと

に出会
で あ

いました。ニコデモは、イエスさまにたくさ

んの質問
しつもん

をしました。するとイエス
い え す

さまは、彼
かれ

にこう

言
い

いました。 

「...いモーセが荒野
こ う  

 ヘビを高
たら

だ上
あ

げた、うに、

私
わたょ

いも高
たら

いだ上
あ

いげなかなんかばななな 。のうべ

かば、私
わたょ

いを信
ょん

いじる人
ひが

いはみんな、永遠
え えん

いの のち

を持
も

けこがが きる。」い～ヨハネい3:14–15 
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イエスさまは、十字架
じゅうじか

 にかけられるときのことを話
はな

 し

ていたのです。モーセがかけた銅
どう

 のヘビは、イエスさ

まが十字架
じゅうじか

にかけられることだと教
おし

えていました。 
 

覚
おぼ

 えておきましょう。ヘビはいつもサタンを 表
あらわ

 して

います。イエスさまが十字架
じゅうじか

 にかけられたとき、イエ

スさまはサタンに勝
か

 ち、サタンのうそをすべて終
お

 わら

せました。イエスさまは、子
こ

 ひつじのようにやさしい

人
ひと

 です。でもサタンは、こわそうとしたり、神
かみ

 さまの

ことをうそついたりする、いじわるなヘビです。イザ

ヤは、イエスさまについてもっとくわしく言
い

 っていま

す。 

 

イエスさまはひどだ苦
だる

ょめ

なかたが、文句
も ん だ

を言
 

わなら

した。いうれり場
じにう

へ連
け

かて

行
 

らかる子
こ

ひけじの、うに

ょずら 、毛
ん

を刈
ら

なかるひけじの、うにおだ 

らだした。～イザヤい53:7 
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イスラエルの人
ひと

 たちが、どうして子
こ

 ひつじの血
ち

 を家
いえ

 の

入口
いりぐち

 にまったのか、少
すこ

 しずつ分
わ

 かってきましたか？子
こ

ひつじは、神
かみ

 さまの国
くに

 を 表
あらわ

 しています。神
かみ

 さまの国
くに

は、やさしさ、愛
あい

 、思
おも

 いやりを大切
たいせつ

 にします。神
かみ

 さま

の国
くに

 にいる人
ひと

 たちは、たとえ自分
じ ぶ ん

 に親切
しんせつ

 にしてくれな

い人
ひと

にも、いつも親切
しんせつ

にするのです。 
 

毒
どく

 ヘビは、いつもいじわるで、自分勝手
じ ぶ ん か っ て

 なサタンの国
くに

を 表
あらわ

 しています。サタンの国
くに

 の人
ひと

 たちは、やさしさ

や愛
あい

 よりも、自分
じ ぶ ん

 のしたいことを押
お

 しつけようとしま

す。でもイエスさまの死
し

は、 本当
ほんとう

の敵
てき

がだれなのかを

教
おし

 えてくれました。サタンはずっと、神
かみ

 さまがこわし

ていると人々
ひとびと

 にうそをついてきました。でもイエスさ

まの死
し

 は、神
かみ

 さまとイエスさまが、人
ひと

 をどれだけ愛
あい

 し

ているか、そして、人
ひと

 をこわすより、自分
じ ぶ ん

 がこわされ

ることを選
えら

ぶほど 私
わたし

たちを愛
あい

していることを表
あらわ

して

います。 
  

この本
ほん

 が、神
かみ

 さまのやさしい性格
せいかく

 をもっとよく理解
り か い

 す

る助
たす

けになったことを願
ねが

っています。そして、 あなた
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がこれから聖書
せいしょ

 の他
ほか

 のお 話
はなし

 、ソドムとゴモラのお 話
はなし

 、 

エリコの 戦
たたか

 い、すべての苦
くる

 しみと死
し

 が終
お

 わる火
ひ

 の

湖
みずうみ

 のお 話
はなし

 などを読
よ

 むときにも、この本
ほん

 で学
まな

 んだこ

とを思
おも

 い出して 神
かみ

 さまの本当
ほんとう

 の 姿
すがた

 を見
み

 つけられます

ように。 
 

忘
わす

 れないでください。神
かみ

 さまが 私
わたし

 たちをゆるしたの

は、イエスさまが死
し

 んだからではありません。イエス

さまが十字架
じゅうじか

 で死
し

 んだことで、神
かみ

 さまがずっと前
まえ

 から

私
わたし

 たちをゆるしていたことがはっきり分
わ

 かったので

す。 私
わたし

 たちに必要
ひつよう

 だったのは、ただその愛
あい

 を 信
しん

 じて、

受
う

け入
い

れることだけ でした。 
 

サタンは、天
てん

 の父
ちち

 はこわいと思
おも

 わせようとして、 私
わたし

たちをだましてきました。神
かみ

 さまは、良
よ

 い子
こ

 にしない

と 愛
あい

してくれないと、うそを教
おし

えてきたのです。でも、

それはまったくの間違
ま ち が

 いです。ヨハネはこう書
か

 いてい

ます。「 私
わたし

 たちが神
かみ

 さまを愛
あい

 するのは、 神
かみ

 さまが先
さき

に私
わたし

たちを愛
あい

してくれたからだ。」（9 ヨハネ 4:9 ）

神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちが良
よ

 い子
こ

 だから愛
あい

 しているのでは
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ありません。イエスさまは言
い

 いました。「良
よ

 い者
もの

 は神
かみ

さま一人
ひ と り

 だけです。」（ルカ 98:9 ） 私
わたし

 たちを本当
ほんとう

 に

良
よ

 い人
ひと

 にしてくれるのは、 神
かみ

 さまの霊
れい

 が 心
こころ

 の中
なか

 に住
す

んでいるときです。もし 私
わたし

 たちが神
かみ

 さまに逆
さか

 らわな

ければ、神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちを罪
つみ

 （自分勝手
じ ぶ ん か っ て

 ）から救
すく

い出
だ

 してくれます。それは、神
かみ

 さまが 私
わたし

 たちを愛
あい

 し

ているからです。神
かみ

 さまは、 私
わたし

 たちが神
かみ

 さまの子
こ

 ど

もだからこそ、 受
う

け入
い

れてくれるのです。 

言葉
こ と ば

さがしパズル 

神
かみ

さまの性格
せいかく

を 表
あらわ

す言葉
ことば

を見
み

つけて丸
まる

で囲
かこ

みましょう。

本書の内容をさなに深だ学びた 方は、いぜひ関連書 あるいFatherい
ofいLoveいをお読みだださ 。 

自分勝手じゃな  

支える人 

人をこわさな  

  べ人 

愛にあれかる 

 さょ  

回復さてる人 

思  り深  

良  

親切な 

聖なる 

与えてる人 
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